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  [教員] 德地 直子（教授）・安藤 信（准教授）・長谷川 尚史（准教授）・伊勢 武史（准教授）・ 








  [教員] 吉岡 崇仁（教授）・舘野 隆之輔（准教授）・中島 皇（講師）・嵜元 道徳（助教）(2015.6.10-)・ 










































 [教員] 朝倉 彰（教授）・久保田 信（准教授）・宮﨑 勝己（講師）・大和 茂之（助教）・中野 智之（助教）・ 















クト」を 2012 年 4 月からスタートさせ，「森里海連環学教育ユニット」を，人間・環境学研究科，農学研究科，地球
環境学堂・学舎とともに創設した。 
  [教員] 横山 壽（特定教授）・清水 夏樹（特定准教授）・吉積 巳貴（特定准教授）・Lavergne, Edouard（特定講師） 
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センター長  吉岡 崇仁 
副センター長  山下 洋 
 
施設等の長 芦生研究林長 伊勢 武史 (2015.04-) 
 北海道研究林長 舘野 隆之輔 
 和歌山研究林長 長谷川 尚史 
 上賀茂試験地長 德地 直子 (2015.04-) 
 徳山試験地長 中島 皇 
 北白川試験地長 安藤 信  
 紀伊大島実験所長 梅本 信也 
 舞鶴水産実験所長 益田 玲爾 
 瀬戸臨海実験所長 朝倉 彰 
 企画情報室長 吉岡 崇仁  
 森里海連環学プロジェクト支援室長 山下 洋 (2015.04-) 
 森里海連環学教育ユニット長 山下 洋 
 
管理技術部  吉岡 崇仁（技術部長） 
 森林フィールド管理部門 山内 隆之（技術長） 
  境 慎二朗（技術長） 
 里域フィールド管理部門 佐藤 修一（技術長） 
 水域フィールド管理部門 加藤 哲哉（技術長） 
 
事務部 北部構内事務部 中村 一也（事務部長） 
 農学研究科等事務部 奥村 晃弘（事務長） 
    小西 昌宏（フィールド研担当事務長）(-2015.9.) 
    岩井 信孝（フィールド研担当事務長）(2015.10.-) 














芦生研究林長／森林育成学分野 准教授 伊勢 武史 
 
 2015年 10月 17日(土)，芦生研究林において，フィールド研公開講座および芦生研究林の一般公開を行いました。芦
生研究林の一般公開は，京大ウィークス参加イベントとして今年度はじめて実施したもので，その中で，教員によるリ






























































北海道研究林長／森林情報学分野 准教授 舘野 隆之輔 
 
 フィールド研の芦生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地の 3施設が，教育関係共同利用拠点「人と自然のつながり
を学ぶ森林フィールド教育共同利用拠点」として文部科学省より認定されました。拠点認定期間は 2015年 7月 30日か
































































和歌山研究林長／森林育成学分野 准教授 長谷川 尚史 
 
 2011年は東日本大震災が発生した年として記憶に新しいが，この年は大型台風がいくつも日本に来襲し，記録的豪雨





























流失した10林班土場 復旧された10林班土場  
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究センター博物館実習生に関する申合せ」を制定し，年間 1 回・5 日間・3 人という上限を設け，繁忙期を避けた主に
秋季に同実習を実施している。 
 本年度の参加者は名城大学・龍谷大学・奈良女子大学からそれぞれ 1人ずつの計 3人で，宮﨑を担当教員とし，水族
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里海生態保全学分野 教授 山下 洋  
 
 2015年度もリレー講義形式により，4月 10日から 7月 17日まで 14回（7月 24日はフィードバック），吉田南総合館
共北 28号室（金曜日 4限目 14：45～16：15）にて開講した。対象は，文系，理系を問わず 1回生から 4回生までとし
た。成績は出席および各回の講義の最後に実施する小テストの成績を総合して評価した。 









 1．  (4/10)  里海の生態と保全 山下 洋 （フィールド研） 
 2．  (4/17)  森の恵みと海の恵み 畠山 重篤 （フィールド研（社会連携教授）） 
 3．  (4/24)  森と里山の生態 柴田 昌三 （地球環境学堂） 
 4．  (5/8)   森林の利用と保全 長谷川 尚史 （フィールド研） 
 5．  (5/15)  森里海の連環と地域振興 清水 夏樹 （フィールド研） 
 6．  (5/22)  森里海間の物質循環－栄養塩 德地 直子 （フィールド研） 
 7．  (5/29)  森里海間の物質循環－水と土砂 中島 皇 （フィールド研） 
 8．  (6/5)   琵琶湖の農業濁水と流域管理 谷内 茂雄 （生態学研究センター） 
 9．  (6/12)  流域環境における人間・自然相互作用系の研究 吉岡 崇仁 （フィールド研） 
10．  (6/19)  河川生態系の構造と機能 竹門 康弘 （防災研究所） 
11．  (6/26)  魚類から見た河口域の構造と機能  中山 耕至 （農学研究科） 
12．  (7/3)   沿岸海洋域の生態と生物多様性 朝倉 彰 （フィールド研） 
13．  (7/10)  沿岸域の環境保全 横山 壽 （フィールド研） 
14．  (7/17)  生態系のシミュレーション：基本的な考え方 伊勢 武史 （フィールド研） 










森林育成学分野 教授 德地 直子 
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③水圏生物学入門 
基礎海洋生物学分野 講師 宮﨑 勝己  
 
 全学共通科目として「水圏生物学入門」を，後期（木曜・4限）に全 15回のリレー講義として提供した。今回も教室














(1) 水圏生物学入門オリエンテーション 宮﨑 勝己（フィールド研・瀬戸臨海実験所・講師） 
(2) 潜水調査の可能性と限界 益田 玲爾（フィールド研・舞鶴水産実験所・准教授） 
(3) 魚の初期生活史：小さな卵から大きな体へ 田川 正朋（農学研究科・准教授） 
(4) 渚の自然史 加藤 真 （人間・環境学研究科・教授） 
(5) 見えない水圏生物を観るバイオロギング 荒井 修亮（フィールド研・海洋生物環境学分野・教授） 
(6) ヤドカリ類の生物学 朝倉 彰 （フィールド研・瀬戸臨海実験所・教授） 
(7) 水圏の植物学：磯焼けと藻場造成について 鰺坂 哲朗（農学研究科・助教） 
(8) 海産生物の生き残り機構 山下 洋 （フィールド研・舞鶴水産実験所・教授） 
(9) 微生物の生態と環境問題 中野 伸一（生態学研究センター・教授） ※ 
(10) クラゲの生物学 久保田 信（フィールド研・瀬戸臨海実験所・准教授） 
(11) へんないきもの：ウミグモの生物学 宮﨑 勝己（フィールド研・瀬戸臨海実験所・講師） 
(12) フジツボ類における性表現の進化 大和 茂之（フィールド研・瀬戸臨海実験所・助教） 
(13) カサガイ類の生物学 中野 智之（フィールド研・瀬戸臨海実験所・助教） 
(14) 日本海の魚類の自然史 甲斐 嘉晃（フィールド研・舞鶴水産実験所・助教） 
(15) 全体総括・アンケート 宮﨑 勝己（フィールド研・瀬戸臨海実験所・講師） 
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今年度は 19人（本学 10人；農学部 7人，理学部 1人，工学部 2人，他大学 9人；国際教養大学 2人，長崎総合科学大
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②森里海連環学実習II 「別寒辺牛川流域における森里海連環学実習」 
森林情報学分野 教授 吉岡 崇仁  
 
 2015年度の森里海連環学実習 IIは，京都大学フィールド科学教育研究センターの北海道研究林標茶区と北海道大学
北方生物圏フィールド科学センターの厚岸臨海実験所を拠点として，8月 28日から 9月 3日の日程で実施した。受講生
は，京都大学生 8人，北海道大学生 10人であった。スケジュールの概要は以下の通りである。 
 8月 28日：実習生集合，ガイダンス，安全教育，講義，樹木識別実習 
 8月 29日：天然林毎木調査，土壌調査，講義 
 8月 30日：パイロットフォレスト視察，牧草地土壌調査，水源域調査，講義，水質分析実習 
 8月 31日：別寒辺牛川の水生生物・水質調査，講義 
 9月 1 日：厚岸湾および厚岸湖の水質・底質・水生生物調査，グループ発表準備 
 9月 2 日：愛冠自然史博物館見学，グループ発表，レポート作成 
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Ｑ３　この実習を受講することにした理由を答えて下さい。（複数回答可）
「その他」・・・ ・友人に紹介されたから。（ I ）
・履修したことのある先輩に勧められたから。（ I ）
Ｑ４　この実習を受講しての感想をうかがいます。
（１）   この実習の授業内容に満足していますか。
（２）   あなた自身の受講姿勢はどうだったと思いますか。
（３）   この実習の学生数についてはどう思いますか。
・森里海連環学の授業が面白かったので、授業中に紹介された時に























30% 59% 11% 
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（３）   前問（２）で「とても実感できた」または「少しは実感できた」を選んだ方にうかがいます。
　　　　この実習でどのような点がよかったと思いますか。（複数回答可）
「その他」・・・・海で遊べて良かった。（ I ）
・それぞれ異なった環境での調査を行うことができた。 ( II )
8% 35% 57% 






73% 19% 8% 
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Ｑ６　森里海連環学実習の実施方法等についてのご意見をうかがいます。
（１）   今回の実習の開講時期についてはどう思いますか。
「その他」・・・・ 複数回行ってほしいと思いました。 ( II )
（２）   この実習の実施期間についてどう思われますか。
（３）   この実習の実施場所の実験設備や実験器具についてどう思われましたか。
「コメント」… ・ 標茶は宿と実習室が遠い。 ( II )
・ 両方とも広いお風呂があればよかった。 ( II )
・ 各班に1台のパソコンを準備してほしかった。( II )
・厚岸：結果的にOHPでの発表は面白かったのでよかったが、
  やはりパソコンが欲しい。 ( II )
8% 65% 27% 




61% 32% 7% 
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（ II ）　・ お茶が少なかった。
芦生の経費、特に食費（晩ご飯）が高い。
舞鶴の2段ベッドの階段の傾斜が急で危ない。
58% 38% 4% 



















11% 68% 22% 
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森林情報学分野 講師 中島 皇 
 
 今年度は 5月に外国出張の予定があることから例年になく早い時期に初回(4月 20日(月))を実施した。2回目は帰国
後の 5月下旬に北白川試験地の j.Podで。6月 6日(土)には都市近郊林と見本林の見学に上賀茂試験地へ 1 dayゼミ。
最終が芦生研究林で６月末に行われる合宿形式ゼミ(2泊 3日)である。定員 8人(男 7，女 1)の申し込みがあり，一人も
























稜線の林道からの眺め 樹木の計測  
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②海岸生物の生活史 
基礎海洋生物学分野 准教授 久保田 信 
 
 定員 4人のところ 4学部から 20人の応募があり，各学部学科から 1～2人ずつの 7人を選抜しました。理 1男，経済


























      ラボ観察            円月島前  
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③森里海のつながりを清流古座川に見る 
里地生態保全学分野 准教授 梅本 信也  






























月 日付け紀伊民報 面に詳細に掲載され，月 日に提出された正式報告書は「古座川合同調査報告集・第 巻（
年 月発行）」に所収， 年度から開講される セミナー「里域連環学入門」用資料として活用される。
  
 2日目の朝，現地調査に出発する直前の1回生 3日目の朝，前日に現地調査を体験し，何かを体得した気配の1回生  
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④フィールド実習“森は海の恋人” 
基礎海洋生物学分野 教授 朝倉 彰 
助教 中野 智之 
 




























      カキ養殖イカダの上でプランクトン採集  植林体験のようす  
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⑤海産無脊椎動物－分類群と形の多様性 
 
基礎海洋生物学分野 講師 宮﨑 勝己 
 
 この少人数セミナーは，海産無脊椎動物の分類群と形態の多様性について，京都での 2回の講義と，瀬戸臨海実験所
における 3 泊 4 日の臨海実習での採集・観察という実体験を通じ理解を深めていくことを目的として行うものである。
今年度は定員 6人のところ 7人の予備登録があり，全員を受け入れることとした。受講学生の内訳は，医学部 3人，工
学部 3人，農学部 1人で，男女比は 6人：1人であった。 
 2 回の講義は，いずれもフィールド研会議室にて放課後の時間帯に行った。4 月 17 日に行った第 1 回目の講義では，
オリエンテーションとして各自の自己紹介の後，セミナー全体の概要説明を行い，志望動機や連絡先などの記入と提出
をさせた。また例年通り，ある英語の海洋生物学の教科書の一部を抜き出し，その和訳を宿題として課した。2回目の
講義は 5 月 12 日に行い，海の動物の多様性に関する講義を行った後，実習に関する説明を行い，最後に前回課した宿
題を回収した。 
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⑥地域連環学入門 
 
里地生態保全学分野 准教授 梅本 信也  
 





















った。分量は A4 のレポート用紙で厚さ 3cm になった。発表会や諸検討の末，実習の成果を仮レポートとして提出させ
た。後日に提出された正式原稿は「古座川合同調査報告集・第 11 巻」（2016 年 1 月発行）に所収され，2016 年度から
開講される ILAS セミナー「地域連環学入門」用の参考資料となる。最終日には宿泊施設諸設備の片付けと今後の人生
設計への注意点について簡単な講義が行われ，全員無事に解散となった。なお，本セミナーの活動成果の一部は 2015
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⑦北海道の森林 
森林情報学分野 准教授 舘野 隆之輔 
 
 北海道研究林を使った少人数セミナー「北海道の森林」を 8月 6日から 9日にかけての 3泊 4日で行った。今年で 4
回目の開講である。10人の募集に対して，参加学生は，文学部 1人，法学部 1人，経済学部 3人，工学部 2人，農学部
2人の計 9人であった（1人はガイダンス後に参加辞退）。昨年度の受験生向けの広報誌に本セミナーを紹介した効果が























初めてのチェーンソー  釧路湿原の高層湿原にて 
































     植生回復ボランティアで他のボランティアや                芦生研究林での樹木識別 
     京都府の人と共同して調査を行う学生（手前）  
- 3  -
森林育成学分野 教授 德地 直子
森林情報学分野 教授 吉岡 崇仁
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⑨森の創りだすもの 































   
      人工林についての学習          内杉谷での河川水調査 
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⑩里海～瀬戸内海であそぶ～ 




で構成される。開講から終了までの期間を通して，経済学部 2人，農学部 3人の合計 5人（男性 4人，女性 1人）が参











 観測後から 7月にかけて，サンプルのソーティングを行った。最も採取個体数の多かった地点では，スズキ 47個体，
アシシロハゼ 138個体，ヒメハゼ 7個体，ボラ 3個体，クロダイ 1個体が採取された。最も採取個体数の少なかった地









     地曳網により採取された生物   調査地 芦屋川河口での記念撮影 
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⑪貝類の不思議 
 
基礎海洋生物学分野 助教 中野 智之 
 
 2015年 5月 2日(土)から 5日(火)にかけて，和歌山県白浜町にある瀬戸臨海実験所を拠点として，新規開講科目であ
る少人数セミナー「貝類の不思議」を行った。このセミナーでは，日本人にとってなじみの深い貝類について，その多
様性の高さや，生態，形態の美しさなどの理解を深める事を目的とした。受講生は，経済学部 2人，工学部 1人，農学





















   コドラート調査中 最終日の実習室にて   
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⑫京都のエコツーリズム－森での感動とは何か－ 



























写真家の広瀬慎也氏と森の美しさについてディスカッションする。   芦生研究林の天然林は，なぜ多くの観光客をひきつ 
                                 けるのか。学生たちで仮説を立てて実験を行った。 
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⑬環境の評価 
 


























徳山試験地ヒノキ人工林の整備実習 周南市西緑地オオガハス池   
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⑭森を育て活かす－林業体験をとおして考える 
森林育成学分野 准教授 長谷川 尚史 
 








 4回目を迎えた本セミナーは，前回につづいて和歌山研究林を拠点として 8月 24～27日に開催した。本年度のセミナ
ーの参加学生は，法学部 1人，工学部 1人，農学部 2人の 1回生，計 4人であった（その他，工学部からもう 1人が参


















































（１）   このセミナーの授業内容に満足していますか。
（２）   あなた自身の受講姿勢はどうだったと思いますか。
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（４）   授業の難易度はどうでしたか。
Ｑ５　少人数制の授業形式についてうかがいます。
（２）   では、実際にこのセミナーを受講してみて、少人数形式でしか得られないものがあると実感できましたか。
（３）   前問（２）で「とても実感できた」または「少しは実感できた」を選んだ方にうかがいます。





12% 84% 4% 
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Ｑ６　少人数セミナーの実施方法等についてのご意見をうかがいます。
（１）   少人数セミナーは前期のみの開講となっていますが、この開講時期についてはどう思いますか。
（２）   このセミナーの実施期間についてどう思われますか。
（３）   このセミナーの実施場所の実験設備や実験器具についてどう思われましたか。















77% 19% 4% 





64% 23% 9% 
1% 
3% 






52% 35% 3% 10% 

































42% 39% 9% 10% 





49% 41% 10% 





4% 36% 50% 10% 
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森林情報学分野 講師 中島 皇  
 




2 を争う少雪の冬だろう。節分寒波で少々降雪があったので何とか実習を行うことが出来た。定員 15 人に対して，参
加者は 11人(文 1，法 3(1)，理 4(1)，工 1，農 1，総人 1：カッコは女子(内数))と快適な実習が行える人数であるが，
法学部の 4回生が３人も参加するのは初めてである。TAは B2の時(3年前)にこの実習の受講経験がある森林科学専攻


































基礎海洋生物学分野 講師 宮﨑 勝己 
 








 今回の参加者数は最終的に 10人，公開臨海実習の参加者と合わせると 19人となり，乗船や移動に関して問題が生じ
ないぎりぎりの数となった。なお公開臨海実習での参加者のうち 1人は，理学部との協定に基づく理学部特別聴講生と
して参加した。 

























舞鶴水産実験所長 益田 玲爾 
 
■他大学生が参加できる実習科目 








間であり，参加者は延べ 186人日，参加者の所属大学は延べ 22大学となった。 
 
■他大学による実習の受け入れ 
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2）黒潮海域における海洋生物の自然史科学に関するフィールド教育共同利用拠点 























年度の受け入れ数は，延べ 9大学（国立 5校・公立 2校・私立 2校），10科目，53日間，209人（うち学生 174人），








 4月 3日に共同利用運営委員会（学内委員 4人・学外委員 6人）を開催し，2014年度実績報告，2015年度事業計画
の検討，2014年度実施計画書の検討を行った。 
 各拠点事業（公開臨海実習・共同利用実習・共同利用研究）については，実験所教員 5人（教授 1人・准教授 1人・











 本事業は本年度で第 1期を終了し，次年度からは第 2期（5年間）が開始される。今後大幅な予算減が予想されるが，
更により広範囲の利用実績をつむべく，積極的な広報活動を行い参加校数・人数の更なる拡充に努めていくと共に，本
事業の円滑な運営のため研究員 2人の雇用は継続させていきたい。  
- 50 -
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3）人と自然のつながりを学ぶ森林フィールド教育共同利用拠点（芦生・北海道・上賀茂） 






















































山下 洋 教授 渡邊  良朗
（東京大学大











山下 洋 教授 河村  知彦
（東京大学大













































































 9,550  
  受託研究   計7件 62,917 
 
2015年度 受託事業 






林長 舘野 隆之輔 
准教授 359 
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2015年度 共同研究 













伊勢 武史 准教授 － 
マリンバイオ共同推進機構
(JAMBIO) 
三浦半島における浅海性ウミグモ相に関する研究 宮﨑 勝己 講師 117 
鳥取環境大学環境学部 浦富海岸の岩礁とサーフゾーンの生物相・生態系構
造解析 
小林 志保 助教 2,100 
神戸大学海事科学部 海色衛星観測データを用いた埋立地周辺を含む大阪
湾における赤潮動態の解明 
小林 志保 助教 1,400 
総合地球環境学研究所 アジア環太平洋地域の人間環境安全保障-水・エネル
ギー・食料連環- 
小林 志保 助教 － 
東京大学大気海洋研究所 塩分に対する両生類の生理適応に関する研究：遺伝
子の発現量に着目して 
原村 隆司 特定助教 － 
  共同研究   計7件 3,817 
 
2015年度 寄附金  
寄付者（団体） プロジェクト名 担当教員 職種 
2015年度 
交付額 
財団法人 自然環境研究センター 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 吉岡 崇仁 教授 300  





朝倉 彰 教授 1,070  
財団法人 自然環境研究センター 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 德地 直子 教授 360 
財団法人 自然環境研究センター 森林の炭素循環動態に関する研究助成金 德地 直子 教授 1,440 
公益財団法人 阪本奨学会 古都京都のマツ林の再生－大文字山のマツ林再生事
業を中心に－ 










長谷川 尚史 准教授 1,500  
株式会社バイオマスエネルギー 木材のフル活用のための木質バイオマス利用に関す
る研究に対する助成金 
長谷川 尚史 准教授 400 
美山ふるさと株式会社 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 伊勢 武史 准教授 200 
芦生山の家 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 伊勢 武史 准教授 100 
針畑ルネッサンスセンター 芦生研究林の環境保全を目的とする助成 伊勢 武史 准教授 40 
公益財団法人 国際花と緑の博覧
会記念協会 












中島 皇 講師 621 
財団法人 自然環境研究センター 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 嵜元 道徳 助教 360 
財団法人 自然環境研究センター 森林生態系の長期動態に関する研究助成金 嵜元 道徳 助教 1,200  
舞鶴とり貝組合 舞鶴湾の環境調査助成 鈴木 啓太 助教 650 




小林 志保 助教 1,000  
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安佛 かおり 研究員 1,538 














  寄附金   計25件 16,053  
 
 
2015年度 科学研究費補助金                       （交付機関はすべて独立行政法人日本学術振興会） 










基盤研究(B) 吉岡 崇仁 教授 - 2013-2015 25292088 森林植生に対するシカ食害の影響評価と森林管理 17,290 6,110 
基盤研究(B) 德地 直子 教授 - 2015-2018 15H04515 新しい森林生態系の窒素飽和メカニズムの提案とそ
れに基づく脆弱性の診断 
16,250 4,680 
基盤研究(B) 舘野 隆之輔 准教授 - 2014-2016 26292085 高性能林業機械を使った森林伐採が土壌窒素動態お
よび土壌微生物群集に与える影響評価 
15,990 5,200 










舘野 隆之輔 准教授 - 2015-2018 15H05113 降雨パターンの変化にたいする中国黄土高原の半乾
燥地生態系の脆弱性の評価 
17,030 5,200 
基盤研究(C) 安藤 信 准教授 - 2012-2015 24580218 冷温帯林におけるブナ科樹木の衰退とその要因 5,460 0 
基盤研究(C) 長谷川 尚史 准教授 - 2014-2016 26450195 持続的森林資源管理のための森林域でのGNSS技術の
応用に関する研究 
5,070 3,120 
基盤研究(C) 甲斐 嘉晃 助教 - 2014-2016 26440212 魚類における「かたち」の多様化とその進化パターン
の解明～メバル科・カジカ科を例に 
4,680 1,560 
基盤研究(C) 中西 麻美 助教 - 2014-2016 26450193 パイプモデルアロメトリーを用いたヒノキの葉バイ
オマス推定と窒素利用特性の評価 
4,810 1,690 
若手研究(B) 市川 光太郎 准教授  2013-2015 25871062 冷・温水期におけるジュゴンの摂餌場利用特性の比較 4,290 1,170 
若手研究(B) 吉積 巳貴 特定准教
授 
- 2013-2015 25740063 子供の安心・安全環境に資するコミュニティ機能の維
持と地域ESDの構築 
4,420 1,430 
若手研究(B) 中野 智之 助教  2014-2016 26800265 付着基質がおよぼす海洋生物の種分化への影響 3,250 1,300 
挑戦的 
萌芽研究 
伊勢 武史 准教授  2015-2017 15K12277 なぜ人の幸福に自然が必要か－文化的生態系サービ
スの意味を再定義する－ 
3,900 1,690 




2014-2018 26220102 海洋酸性化の沿岸生物と生態系への影響評価実験 － 2,808 
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  科学研究費補助金   計31件 50,993 
 
2015年度 科学研究費補助金（特別研究員奨励費）              （交付機関はすべて独立行政法人日本学術振興会） 














朝倉 彰 2013-2015 25･866 六射サンゴの骨格形成様式および形態多様化
の時空間解析－生息場と系統進化史の解明－ 
3,300 1,430 
  科学研究費補助金（特別研究員奨励費）  計1件 1,430 
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・「原生的な森林の働き」 （上賀茂試験地，芦生研究林）中島 皇 
・「海岸生物の生活史」 （瀬戸臨海実験所）久保田 信 
・「森里海のつながりを清流古座川に見る」 （紀伊大島実験所）梅本 信也 
・「フィールド実習“森は海の恋人”」  （舞根森里海研究所）朝倉 彰，中野 智之 
・「海産無脊椎動物－分類群と形の多様性」 （瀬戸臨海実験所）宮﨑 勝己 
・「地域連環学入門」 （紀伊大島実験所）梅本，宮﨑，中野 ほか 
・「北海道の森林」 （北海道研究林）舘野 隆之輔 
・「京都の文化を支える森林：持続的森林管理の 
  ための地域知と生態学情報」 （芦生研究林ほか）吉岡 崇仁，德地 直子  
・「森の創りだすもの」  （和歌山研究林）德地 直子 
・「里海～瀬戸内海であそぶ～」 （芦屋川河口）小林 志保 
・「貝類の不思議」 （瀬戸臨海実験所）中野 智之 
・「京都のエコツーリズム－森での感動とは何か－」 （芦生研究林）德地 直子，伊勢 武史 ほか 
・「環境の評価」  （徳山試験地）吉岡 崇仁 
















































































































































































































































































 2015 年度における芦生研究林の利用者総数は延べ 10,975 人であり，例年並みであった。実習等の教育利用者数は
1,411 人で，うち学内利用が 732人と前年より 269人減少した一方，他大学の利用は 314人で 94人増加した。また研
究利用者数は 1,964 人であり，学内利用が前年に比べ 140人増加，他大学が 59人減少した。教育研究の受け入れサー






































北海道研究林長 舘野 隆之輔 
 
■教育研究 
 北海道研究林は，釧路湿原，阿寒，知床の 3 つの国立公園と至近距離にあり，2015 年度もその地理的特性を活かし
た教育研究が行われた。2015年度は教育利用 11件，研究利用 22件，その他利用 7件の合計 40件の利用申請を受け付
け，延べ 2,069人の利用を受け入れた。昨年度に引き続き利用者が延べ 2,000人を超えた。 
 教育利用は，学内の実習として，全学共通および農学部の実習が 3回と少人数セミナー1 回が行われ，延べ 639人の
利用があった。「森里海連環学実習 II」は北海道大学厚岸臨海実験所と共同で行い，8月 28日～9月 3日の 7日間の日
程で，本学の 8人と，北海道大学の 10人の計 18人が参加し，別寒辺牛川の最上流部に近い標茶区から，牧草地として
使われている中流，そして下流の厚岸湖にいたる流域の植生，土壌，水質，水生生物調査を通じて，森-里-海の繋がり
について学んだ。「北海道東部の人と自然・研究林実習 III」は，9月 4日～11 日の 8日間の日程で 15人が参加し，北
方の森林・湿原植生，森林の垂直分布や火山性土壌，道東の林業・林産業の現況を学ぶとともに間伐施業などを実践し
た。「北海道東部の厳冬期の自然環境･研究林実習 IV」は，2月 22日～2月 28日の 7日間の日程で 25人が参加し，季
節凍土が発達する道東において，冬の森林，積雪・凍土の調査法を修得し，環境資源としての森林の役割や持続的な管
理について学んだ。また少人数セミナーが 8月 6日～9日の 4日間の日程で開講された。少人数セミナー「北海道の森
林」では，10 人が参加し，植生と環境条件との関わりを野外観察や調査を通して学び，また間伐などの林業体験を行
った。 
 また 2015年度は，学外の実習やセミナーとして，酪農学園大学 1件や北海道教育大学釧路校 1件など延べ 89人の
利用があった。 
 研究利用は，22件の申請を受け付け，延べ 949人の利用があった。本学 5件延べ 355人，他大学 14件延べ 546人，
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3）和歌山研究林 
和歌山研究林長 長谷川 尚史 
 
■教育研究 
 和歌山研究林では，2015年度に 8件の研究利用申請を受け付け，延べ 505人の研究利用を受け入れた（昨年比 78人
増）。学内からの利用はフィールド研教職員や農学研究科などの利用があったほか，学外からは神戸大学，名古屋大学
などの高等教育機関の調査と，林野庁の森林生物多様性に関する調査が実施された。 












 また 2011 年の紀伊半島大水害の復旧工事が一段落したことから，10月 25日に京大ウィークスを開催した。初めて
の試みであり広報に不安があったが，有田川町や教育委員会，地域の公共施設等にご協力いただき， 20人の定員を上













以前と同様に戻した。また 2014 年 8 月の豪雨災害によって各所の林道等が再び被災したため，その復旧工事が 2015
年度に行われた。2014 年度，清水市街地に開設した清水分室も利用者の評判はよく，教育研究利用だけでなく町等と
の打ち合わせにも頻繁に使用している。 
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4）上賀茂試験地 
上賀茂試験地長 德地 直子 
 
■教育研究 
 上賀茂試験地では，2015年度の利用申請が計 66件あり，教育研究に市民の見学などの利用も加えると延べ 2,379人
が訪れた。 




となり，他科目による参加も含めて 6大学 17人の学生（教職員・講師・TA等計 8人）の参加があった。 












 2000年代半ば以降に再び被害が発生しているマツ枯れは，103本 35 m3（昨年度 110本 40 m3）となり，前年度の 88％
となった。 
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徳山試験地長 中島 皇 
 
■教育研究 
 2015年度における徳山試験地の利用延べ人数は 592人であり，昨年と比べて約 260人増加した。 
 教育（実習）利用に関しては，延べ 14人の少人数セミナー（ポケゼミ：全学共通科目）「環境の評価」が 1泊 2日(8




 さらに，徳山大学の地域ゼミ(I)，地域ゼミ(II) を受け入れ，延べ 28人の担当教員・学生が徳山試験地を利用した。 
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6）北白川試験地 
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7）紀伊大島実験所 






査は毎月開催され，4月の第 113回調査から翌年 3月の第 124回調査まで本年度も合計 12回実施された。古座川合同
調査はフィールド研の 3大柱のひとつである地域連携を前提に行っており，次項に述べる社会連携と不可分の関係にあ
る。合計 12回の調査内容の一部は「古座川合同調査報告集」第 11巻（本文は 2段組で 707ページ）として出版された。
こうした活動に関連して，夏季に古座川流域等を対象に実施される集中講義や少人数セミナー等実習ならびに地域連携


















友会と共同で当実験所を特別な捕獲エリアとし，捕獲檻を 3 基設置してイノシシ捕獲作戦を実行し，2011 年度には合
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8）舞鶴水産実験所 
舞鶴水産実験所長 益田 玲爾 
 
■教育研究 
 2015年度に舞鶴水産実験所里海生態保全学分野に所属する大学院生の数は，修士課程 3人，博士後期課程 8人であ




 2011年度から採択された教育関係共同利用拠点としての活動は，2015年度で第 1期を終了し，2016年度から第 2期
の採択が決定している。詳細は，「舞鶴水産実験所における教育関係共同利用拠点事業」の項を参照されたい。上記事
業に加えて，高校の臨海実習 4校（京都教育大附属高校，京都府立西舞鶴高校，同南陽高校，福井県立若狭高校から合
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9）瀬戸臨海実験所 




























 このほか，きのくに県民カレッジ連携講座として，「水族館の磯採集体験」を 4月・5月・6月に各 1回，「水族館の
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10) 森里海連環学教育ユニット 





「森里海連環学教育プログラム」を開講した。2015 年度には，特定教授 1人，特定准教授 2人，特定講師 1人，研究
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11) 森里海連環学プロジェクト支援室 
森里海連環学プロジェクト支援室長 山下 洋 
 
■特記事項 
 2015年度，森里海連環学プロジェクト支援室は，室長，副室長，技術職員 1人の 3人体制を継続したが，室長は吉
岡崇仁教授から山下洋教授に交代し，技術職員は舞鶴水産実験所への配置換えとなったため兼務として支援室の業務を
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12) 企画情報室 





 広報委員会の指示の下，定期刊行物として，年報を 1冊（第 12号），ニュースレターを 3号（36～38号），ニュース
メールの配信を 5回，編集・発行・発送した。インターネット上ではフィールド研のウェブページを随時更新しており，






ている。公開ウェブページは， WordPress によるシステムを逐次更新しており，年度末までに 4.4.2 までアップデー
トした。テレビ会議システムは，2014年度から，より質の高い画像や音声で可能となる H.323 プロトコルによる polycom
機器等をくみあわせた運用しており，2015 年度におけるフィールド研会議室機器の利用回数は約 100 回で，その他，


























日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.05.23 ～ 15.09.09 5 京都大学 理学研究科 生態科学IIゼミナール第4部 ኱Ꮫ㝔生 5 6 併催、他
大学生1
名含む





15.05.29 ～ 15.05.31 3 京都大学 理学部 京都大学野生生物研究会合宿 41 0
15.05.30 1 京都大学 フィールド研 教育・研究利用現地ツアー 京大生ほ
か
31 12
15.06.01 1 京都大学 生存圏研究所 居住圏環境共生学演習 大学院生 6 3
15.06.26 ～ 15.06.28 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働
き」
全学1回生 30 8
15.07.11 ～ 15.07.12 2 京都大学 大学院アジア・ア
フリカ地域研究研
究科
アジア・アフリカ地域研究演習 修士1回生 42 8
15.08.06 ～ 05.08.07 2 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習I 学部学生 47 22 他大学生
18人含む
15.08.18 ～ 15.08.21 4 京都大学 農学部 森林利用学実習及び実習法 森林科学
科3回生
36 32
15.08.21 ～ 15.08.22 2 京都大学 農学部 少人数セミナー「野生動物問題の現場
を知る」
全学1回生 8 2
15.08.24 ～ 15.08.28 5 京都大学 農学部 研究林実習I 2回生 114 42 他大学生
3人含む
15.08.31 ～ 15.09.02 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森の創り出すもの」 全学1回生 27 10
15.09.02 ～ 15.09.04 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「京都のエコツーリズ
ム」
全学1回生 24 7




15.09.09 ～ 15.09.11 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「京都の文化を支える
森林：持続的森林管理のための地域知
と生態学情報」
全学1回生 21 3 (公開森
林実習と
併催)
15.09.15 ～ 15.09.18 4 京都大学 農学部 研究林実習II 3回生 33 23 一般6人
含む






16.02.05 ～ 16.02.08 4 京都大学 フィールド研 暖地性積雪地域における冬の自然環境 全学共通 48 9
15.04.25 1 佛教大学 保健医療技術学部 ふれあい実習 1回生 7 1
15.07.18 ～ 15.07.20 3 奈良教育大学 教育学部 野外実習－自然の中の理科教育－ 1回生 60 15
15.09.09 ～ 15.09.11 3 京都大学 フィールド研 公開森林実習「近畿地方の奥山・里山
の森林とその特徴」
他大学生 21 20 京大生TA
6人含む







15.09.09 ～ 15.09.11 3 人間環境大学 環境教育センター 共同フィールドワーク 学部学生 12 3 (公開森
林実習と
併催)
15.10.20 ～ 15.10.21 2 大阪府立大学 生命環境科学研究科 緑地環境科学実験実習IIB 生命環境
科学域3年
32 4




15.11.06 ～ 15.11.29 6 日本大学 生物資源科学部 森林資源科学科特別演習I　及びゼミ
ナールII
3、4年生 52 10
15.11.11 ～ 15.11.12 2 兵庫県立大学 大学院シミュレー
ション学研究科











日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.08.06 ～ 15.08.09 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「北海道の森林」 40 10 標茶区
15.08.28 ～ 15.08.31 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習II（北海道大学との
共催）





15.09.04 ～ 15.09.11 8 京都大学 農学部 研究林実習III 3回生 128 55 標茶区
15.09.04 ～ 15.09.11 8 京都大学 フィールド研 夏の北海道「北海道東部の人と自然」 全学共通 8 0 （併催）
15.09.05 1 京都大学 農学部 研究林実習III 3回生 16 10 白糠区
15.09.05 1 京都大学 フィールド研 夏の北海道「北海道東部の人と自然」 全学共通 1 0 （併催）
16.02.22 ～ 16.02.28 7 京都大学 農学部 研究林実習IV 3回生 146 51 標茶区
16.02.22 ～ 16.02.28 7 京都大学 フィールド研 冬の北海道「北海道東部の厳冬期の自
然環境」
全学共通 35 0 （併催）
16.01.29 1 北海道教育
大学釧路校
地域教育活動III 7 6 標茶区
16.02.17 ～ 16.02.19 3 酪農学園大学 環境共生学類 生態環境総合実習 3年生 60 16 標茶区
計 44 （10件） 525 192
和歌山研究林
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.08.24 ～ 15.08.27 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森を育て活かす－林
業体験をとおして考える」
20 4
計 4 （1件） 20 4
上賀茂試験地
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.04.11 1 京都大学 農学部 森林科学科 新入生ガイダンス 1回生 61 19
15.05.08 1 京都大学 フィールド研 博物館実習 1～4回生 9 1
15.05.16 1 京都大学 大学院農学研究科 森林科学専攻新入生歓迎会 修士1回生 95 70
15.06.03 ～ 15.06.24 3 京都大学 農学部 森林生物学実験及び実験法 3回生 64 3
15.06.04 ～ 15.06.11 2 京都大学 農学部 森林総合実習及び実習法 3回生 43 2
15.06.06 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働
き」
1回生 8 1
15.06.10 1 京都大学 農学部 土壌物理学・水環境工学実験（浸透能
試験実習）
3回生 22 1
15.07.08 1 京都大学 農学部 森林生物学実験及び実験法 3回生 20 1
15.07.18 1 京都大学 大学院地球環境学堂 里山再生論 修士1・2
回生
9 1
15.07.21 1 京都大学 大学院地球環境学堂 少人数セミナー「木文化再生：森林か
ら都市へ」
1回生 5 1





15.10.06 1 京都大学 農学部 森林科学実習 2回生 58 5
15.12.05 1 京都大学 大学院農学研究科 土壌学特論 修士 9 2
15.04.21 ～ 15.07.14 2 京都精華大学 人文学科 自然教育論（実習） 2～4回生 59 2
15.06.01 ～ 15.08.02 2 京都府立大学 生命環境学部 森林植物学実習 2回生 47 3
15.09.09 1 京都大学 フィールド研 公開森林実習 他大学生 7 8 京大生TA
2人含む
15.09.09 1 高知大学 大学院総合人間自
然科学研究科
AAP生物資源管理実験・調査II 1 1 併催
15.09.09 ～ 15.11.06 2 人間環境大学 環境教育センター 共同フィールドワーク 27 2 一部併催
15.09.28 1 京都教育大学 教育学部 「栽培実習II」および「食農教育の実
践II」
2回生 10 6
15.10.08 ～ 15.10.15 2 京都精華大学 デザイン学部 フィールドデザインプロジェクト：ネ
イチャーゲームの体験演習
14 6
15.10.13 ～ 16.03.29 2 大阪工業大学 工学部環境工学科 森林表土の埋土種子バングの多様性に
与える要因の分析
10 2
15.11.05 1 京都精華大学 人文学科 自然内におけるセンスオブワンダーを
体験する
73 1
15.12.18 1 信州大学 農学部 森林科学実習 3年生 4 1 必修






日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.08.06 ～ 15.08.07 2 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「環境の評価」 全学一回
生
14 8
15.04.22 ～ 15.10.27 3 徳山大学 地域ゼミ(I)、地域ゼミ(II) 14 3
計 5 （2件） 28 11
北白川試験地
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.04.10 1 京都大学 農学部 食品有機化学実験および実験法 3回生 41 4
15.04.15 1 京都大学 農学部 土壌物理学・水環境工学実験　採土方
法の習得と土壌の三相分布測定
3回生 23 1
15.04.20 1 京都大学 農学部 森林植物学実習 3回生 30 2
15.05.19 ～ 15.06.16 2 京都大学 農学部 森林科学実習I 2回生 57 2
15.06.05 1 京都大学 農学部 有機化学実験 6 1





15.10.05 1 京都大学 農学部 森林水文学・砂防学実験及び実験法 3回生 12 1
15.12.09 1 京都大学 農学部 応用生態学実験及び実験法 3回生 13 1
15.09.11 1 京都大学 フィールド研 公開森林実習 7 4 京大生TA
2人含む
15.09.11 1 人間環境大学 環境教育センター 共同フィールドワーク 4 1
15.09.11 1 高知大学 大学院総合人間自
然科学研究科
AAP生物資源管理実験・調査II 1 1
計 12 （11件） 201 22
紀伊大島実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.08.10 ～ 15.08.13 4 京都大学 大学院地球環境学舎 里域植生保全論 修士 12 4
15.08.24 ～ 15.08.28 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森里海のつながりを
清流古座川に見る」
全学1回生 35 5
15.09.07 ～ 15.09.11 5 京都大学 農学部 植物調査法と実習 2回生 32 7
15.09.21 ～ 15.09.25 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「地域連環論入門」 全学1回生 45 15
計 19 （4件） 124 31
舞鶴水産実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.05.16 ～ 15.05.17 2 京都大学 情報学研究科社会
情報学専攻
生物圏情報学教育ゼミ 50 22 他学、一
般含む
15.06.13 ～ 15.06.14 2 京都大学 理学部 地質科学野外巡検I（大島半島巡検） 3回生 22 10
15.08.01 1 京都大学 大学院地球環境学舎 環境マネジメント教育ゼミ等夏期野外
実習
修士 48 15
15.08.07 ～ 15.08.10 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習 52 50
15.08.18 ～ 15.08.23 6 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習I 119 40
15.08.23 ～ 15.08.28 6 京都大学 農学部 海洋生物科学技術論と実習II 119 40
15.09.07 ～ 15.09.10 4 京都大学 大学院農学研究科 水資源利用光学実験（大学院）、水理
学実験（学部）
108 25
16.02.23 ～ 16.02.24 2 京都大学 大学院農学研究科 舞鶴合同セミナー 31 7 他大学生
7人等を
含む
15.05.27 ～ 15.05.30 4 近畿大学 農学部 環境生態学･実習I 60 29
15.05.30 ～ 15.05.31 2 近畿大学 農学部 沿岸藻場実習 30 9
15.08.07 ～ 15.08.10 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習（公開実習） 36 0 （併催）
15.08.18 ～ 15.08.23 6 京都大学 フィールド研 海洋生物科学実習I（公開実習） 30 0 （併催）
15.08.23 ～ 15.08.28 6 京都大学 フィールド研 海洋生物科学実習II（公開実習） 30 0 （併催）
15.09.13 ～ 15.09.18 6 岐阜大学 教育学部 臨海実習及び実験 48 41
15.09.16 ～ 15.09.19 4 東京大学 大学院理学系研究科 海産無脊椎動物分類学実習 16 7



















日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
15.04.08 ～ 15.04.09 2 京都大学 理学部 生物科学専攻インターラボ 94 4
15.05.02 ～ 15.05.05 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「貝類の不思議」 20 4
15.05.03 ～ 15.05.06 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海岸生物の生活史｣ 28 4
15.08.06 ～ 15.08.12 7 京都大学 理学部 臨海実習第2部 63 35
15.08.24 ～ 15.08.27 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海産無脊椎動物－分
類群と形の多様性」
2回生以上 28 4
15.08.28 ～ 15.09.04 8 京都大学 理学部 臨海実習第1部 全学学生 32 40
15.08.28 ～ 15.09.04 8 京都大学 理学部 臨海実習第4部 全学学生 32 0 (併催）










15.11.13 ～ 15.11.14 2 京都大学 理学部 地質科学野外巡検IB 20 4
16.02.05 ～ 16.02.06 2 京都大学 教育学研究科 ILAS Special seminar 12 2
16.02.07 ～ 16.02.08 2 京都大学 薬学研究科 ILAS Special seminar 10 2
16.02.10 ～ 16.02.11 2 京都大学 防災研究所 ILAS Special seminar 12 2
16.03.06 ～ 16.02.07 2 京都大学 理学研究科 ILAS Special seminar 6 2
16.03.10 ～ 16.03.15 6 京都大学 理学部 臨海実習第3部 120 54
16.03.18 ～ 16.03.21 4 京都大学 大学院理学研究科 応力解析フィールドキャンプ（実習） 34 8 京大生4
人
16.03.22 ～ 16.03.27 6 京都大学 大学院理学研究科 京大全学共通科目「生物学実習II」 72 30
15.04.02 ～ 15.04.05 4 龍谷大学 政策学部 環境フィールドワーク　白浜臨海実習 40 8
15.04.17 ～ 15.04.22 6 和歌山大学 教育学部 臨海実習 49 31
15.05.31 ～ 15.06.04 5 奈良女子大学 理学部 臨海実習II 70 9
15.06.30 ～ 15.07.04 5 大阪教育大学 教育学部 臨海実習 45 5
15.07.05 ～ 15.07.09 5 奈良教育大学 教育学部 臨海実習 100 20
15.07.14 ～ 15.07.20 7 大阪市立大学 理学部 臨海実習 154 21
15.08.06 ～ 15.08.12 7 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「発展生物学実習」 7 0 (併催）
15.08.17 ～ 15.08.21 5 関西学院大学 理工学部 臨海実習1 110 25
15.08.24 ～ 15.08.27 4 滋賀県立大学 環境科学部 環境学野外実習I・II・III 92 12
15.08.28 ～ 15.09.04 8 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「自由課題研究」 8 0 (併催）
15.09.07 ～ 15.09.12 6 大阪大学 理学部 生物学臨海実習 126 12
15.09.15 ～ 15.09.20 6 大阪大学 インターナショナ
ルカレッジ
Marine Biology Field Work 126 24
15.10.13 ～ 15.10.17 5 京都大学 フィールド研 博物館実習 15 15
16.02.27 ～ 16.03.05 8 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「海産無脊椎動物分子系
統学実習」
31 48
16.03.10 ～ 16.03.15 6 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「藻類と海浜植物の系統
と進化」
120 0 (併催）
16.03.22 ～ 16.03.27 6 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「海産無脊椎動物多様性
実習」
42 0 (併催）






日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
15.05.29 1 美山町第4学年合同自然体験教室 合同自然体験教育「美山っ子グリーン
ワールド」
4学年 41 6
15.06.03 1 京都府立北桑田高等学校 総合的な学習の時間 普通科1年
生
53 2
15.08.07 ～ 15.08.08 2 原生林の生物観察、生態系の研修 会員 10 3





15.08.18 ～ 15.08.19 2 SSH関連科目「環境論」 1－3年生 52 2
15.10.29 1 芦生研究林散策 1年生 18 0
15.04.22 ～ 15.12.05 4 知ろう守ろう芦生の森 一般 43 29 共催
15.09.13 1 知井小学校PTA 知井小学校PTA4年生親子活動 児童及び
家族
39 3
15.09.18 1 芦生研究林の見学 一般 3 1
15.09.24 1 「集水域防護」による里山保全研修 一般 19 1




15.10.24 1 狩猟サミットオプショナルツアー 一般 13 1
15.11.10 1 環境保全研修会 一般 88 0
16.01.28 ～ 16.01.29 2 あうる京北 デジカメ撮影と画像処理講習会 一般 22 0
計 23 （15件） 568 74
北海道研究林
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
15.05.22 1 標茶小学校 遠足 3年生 59 2
15.06.23 1 沼幌小学校 木工教室 1～6年生 19 7
16.01.23 ～ 16.01.24 2 標茶町教育委員会 しべちゃアドベンチャースクールス
テージ5
小中高生 52 10 共催
15.08.04 1 京大フィールド研 北海道研究林 ひらめき☆ときめきサイエンス 中高生 15 9
15.10.17 1 京大フィールド研 北海道研究林 ミニ公開講座「自然観察会」（京大
ウィークス）
一般 26 9 白糠区
計 6 （5件） 171 37
和歌山研究林
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
15.05.29 1 総合的な学習の時間「SIMIZUタイム」
(森林ウォーク)
1年生 12 5 共催
15.06.16 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森のことを知ろ
う」
5年生 6 5 共催
15.11.05 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森は友だち　森
林の町清水」環境
5年生 6 5 共催
15.10.25 1 京大フィールド研 和歌山研究林 ミニ公開講座（京大ウィ－クス） 一般 17 8
計 4 （4件） 41 23
上賀茂試験地
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考





15.12.05 1 京都大学 農学研究科 グローバルサイエンスキャンパス「地
球環境学I」
高校生 5 0 （併催）
15.04.18 1 京大フィールド研 上賀茂試験地 上賀茂試験地春の自然観察会 30 8
15.05.09 ～ 15.11.28 7 株式会社京都銀行 森林ボランティア活動 315 0
15.05.14 1 京大法学部S36卒業同窓会 京大法学部S36卒業同窓会 29 1
15.05.23 1 株式会社京都銀行 巣箱観察会 41 0
15.05.23 1 京都府教職員互助組合 互助組合宇治西支部自然観察会 11 0
15.11.07 1 京大フィールド研 上賀茂試験地 上賀茂試験地秋の自然観察会（京大
ウィークス）
26 7
計 14 （8件） 481 16
徳山試験地
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
15.06.05 1 周南市公園花とみどり課 鹿野中学校環境体験学習 中学生 30 3























15.06.13 1 周南市公園花とみどり課 京都大学フィールド研・周南市連携講
座
27 4 共催
15.10.26 ～ 15.10.27 2 全国社寺等屋根工事技術保存会 檜皮採取査定会 60 4
15.10.26 1 周南市公園花とみどり課 檜皮採取査定会見学会 17 0 併催




15.11.21 1 周南市公園花とみどり課 京都大学フィールド研・周南市連携講
座（講義と檜皮採取の見学）
41 5 共催
15.12.14 ～ 16.01.22 19 全国社寺等屋根工事技術保存会 檜皮採取研修 74 2
15.12.21 ～ 16.01.13 2 周南市公園花とみどり課 檜皮採取見学会 24 1
計 30 （9件） 332 33
北白川試験地
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
15.07.21 1 三重県立松阪高校 見学会 40 4
15.07.29 1 京都大学北部構内事務部 子ども見学デー 18 10
計 2 （2件） 58 14
紀伊大島実験所 （該当案件なし）
舞鶴水産実験所
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
15.07.23 ～ 15.07.24 2 京都府立西舞鶴高等学校 夏季実習 94 10
15.07.27 ～ 15.07.29 3 京都教育大附属高等学校 臨海実習 70 17
15.07.29 ～ 15.07.31 3 京都府立南陽高等学校 舞鶴臨海実習 72 20
15.08.17 1 舞鶴市小学校研究会理科部 研修会 22 2
15.08.17 1 福井県立若狭高等学校 SSH研修における講義と施設見学 60 1
16.02.09 1 京都府立海洋高等学校 講義･見学 22 0
15.06.08 1 つちのこ探検隊 実験所でのワークショップ、見学等 9 0
15.07.14 ～ 15.07.15 2 実習、講義 14 2
15.08.20 ～ 15.10.30 27 港湾測量実習 332 0
16.02.18 1 舞鶴市商工観光センター　 ネイチャーガイド養成講座　魚類標本 21 0
16.03.02 1 海上保安学校 講義、施設見学 13 0
計 43 （11件） 729 52
瀬戸臨海実験所
日数 主催者 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考
15.05.21 ～ 15.05.22 2 和歌山県立日高高等学校 ナチュラルサイエンスI特別講義「京
都大学瀬戸臨海実験所研修」
160 12
15.05.28 ～ 15.05.29 2 樟蔭中学校 海辺の生物観察 100 10
15.06.06 ～ 15.06.07 2 和歌山県高等学校文化連盟　自然科学
部会　第3回講習会　A
76 10
15.06.17 ～ 15.06.19 3 和歌山県田辺市立東陽中学校 地域に学ぶ職場体験学習 中学2年生 3 9
15.06.20 ～ 15.06.21 2 和歌山県高等学校文化連盟　自然科学
部会　第3回講習会　B
93 10
15.07.18 ～ 15.07.20 3 大阪市立汎愛高等学校 理科課題研究「白浜臨海実習」 27 9
15.07.21 ～ 15.07.24 4 滋賀県立膳所高等学校 サイエンスキャンプ（第46回生物実習
旅行）
95 20
15.07.25 ～ 15.07.27 3 奈良県立奈良高等学校 SSH 和歌山研究講座 90 12
15.07.30 ～ 15.07.31 2 奈良女子大学附属中等教育学校 SSH 海の学校 40 8
15.08.01 ～ 15.08.03 3 福井県立武生高等学校 臨海実習 51 6
15.08.03 ～ 15.08.04 2 大阪府立三島高等学校 臨海実習「磯の観察および白浜水族館
見学」
18 4
15.08.04 ～ 15.08.05 2 奈良県立郡山高等学校 郡山高等学校　生物部　臨海実習 10 4
15.08.22 ～ 15.08.23 2 兵庫県立尼崎小田高等学校 サイエンスリサーチ科　臨海実習 26 4
15.09.11 1 奈良県立奈良北高等学校 第1学年理数科校外研修 39 4
15.09.25 ～ 15.09.27 3 滋賀県立石山高等学校 石山高校海洋実習（略称：BMC） 57 4
15.10.10 ～ 15.10.12 3 大阪府立住吉高等学校 瀬戸臨海研修 69 18
15.12.28 ～ 15.12.29 2 大阪府立豊中高等学校 生物研修旅行 42 4
15.04.18 ～ 15.06.13 3 きのくに県民カレッジ｢磯採集体験｣ 33 9
15.10.17 ～ 16.02.13 3 きのくに県民カレッジ｢水族館の飼育
体験｣
38 9
15.10.31 1 施設見学会（京大ウィークス） 20 3
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◆フィールド科学教育研究センター  刊行物 
□フィールド研年報 
『京都大学フィールド科学教育研究センター 年報 第12号』，京都大学フィールド科学教育研究センター，148p.，2015． 
 
□ FSERC News 
＜ No.36 2015年6月＞ 
 －目次－ 
 教育ノート： 瀬戸臨海実験所の臨海実習 （河村 真理子・岡西 政典） 
 研究ノート： 路網計画アプリケーションの開発 （白澤 紘明） 
 社会連携ノート： 「森里海連環学教育ユニット」と （安佛 かおり） 
 「株式会社たねや」との連携調印式 
 新人紹介： 加賀谷 勝史（白眉センター 特定助教） 








 教育ノート： 芦生研究林の夏期の動向 （伊勢 武史） 
 芦生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地が （舘野 隆之輔） 
 教育関係共同利用拠点に認定 
 技術ノート： GISデータの整備と利活用 （奥田 賢） 
 研究ノート： 海岸に生息するカエル（両生類）の研究 （原村 隆司） 
 イルカの音を拾って，個体数を推定する （木村 里子） 
 活動の記録： 2015年5月～9月 
 予定 
 受賞の記録 








 ニュース： 舞鶴水産実験所の教育研究船「緑洋丸」の世代交代 （鈴木 啓太） 
 社会連携ノート： 京都大学・日本財団 森里海地域連携セミナー （吉積 巳貴） 
 「淡路島の森里海連環の知恵」 
 技術ノート： 小面積皆伐による森林育成 （柴田 泰征） 
 新人紹介 市川 光太郎（海洋生物環境学分野 准教授）  
 活動の記録： 2015年10月～12月 
 予定 
 2016年度公開実習の実施予定［教育関係共同利用拠点事業］ 
 フィールド散歩： 秋から冬の各施設及びその周辺の写真6枚 
 
□森林研究 





             （松山 周平・福島 慶太郎・白澤 紘明・向 昌宏・平井 岳志・境 慎二朗・ 
       石原 正恵・岩井 有加・八木 弥生・谷 鑫・立岩 沙知子・長谷川 尚史・吉岡 崇仁） 
 長治谷草地のシカ排除柵内外の植生変遷と柵の開放試験 
    （松山 周平・谷 鑫・立岩 沙知子・白澤 紘明・吉岡 崇仁） 
 タイ北東部における農家のユーカリ林経営の継続と撤退の要因－ナコンラーチャシーマー県を事例として－ 
       （井上 瞳・松下 幸司・Ponthep Meunpong・神崎 護） 
 花粉症の有無別に見た花粉症対策に対する京都市の大学生の意識に関する予備的考察      （河瀬 麻里） 
 燃料としての木炭の品質評価に関する考察     （兵道 健太・藤井 義久） 
 資料 
 芦生研究林を基産地(Type locality)とする動植物           （渡辺 弘之） 
 
□瀬戸臨海実験所紀要 
『Publications of the Seto Marine Biological Laboratory』 Volume 43，京都大学フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海
実験所編集， 105p.，2015． （2015年9月 オンライン出版・印刷） 
 －目次－  
An illustrated and annotated checklist of fishes on Kitami-Yamato Bank, southern Sea of Okhotsk.  (1-29).  
 Tohkairin, Akira; Hamatsu, Tomonori; Yoshikawa, Akane; Kai, Yoshiaki; Nakabo, Tetsuji: 
Notes on the Parthenopidae (Crustacea: Decapoda: Brachyura) collection of the Natural History Museum, Florence University, 
Italy, with the quotation of the world's largest specimen of parthenopid crab.  (30-38).  
 Nagai, Shinji; Innocenti, Gianna 
Annotated checklist of the sharks, batoids and chimaeras (Chondrichthyes: Elasmobranchii, Holocephali) from waters of Russia 
and adjacent areas.  (40-91).   Yury V. Dyldin 
A histology-free description of the branched-proboscis ribbonworm Gorgonorhynchus albocinctus sp. nov. (Nemertea: 
Heteronemertea)  (92-102)  Kajihara, Hiroshi  
Planuloid budding from a cutting plane of polyp stalk of Cassiopea sp.(Cnidaria, Scyphozoa).   (103-105) 
















  芦生研究林年次報告 （德地 直子） 
  北海道研究林年次報告 （舘野 隆之輔） 
  和歌山研究林年次報告 （長谷川 尚史） 
  上賀茂試験地年次報告 （吉岡 崇仁） 
  徳山試験地年次報告 （中島 皇） 
  北白川試験地年次報告 （安藤 信） 
 個別報告 
  芦生研究林で活動するガイドの意識調査 （林 大輔） 
  京都大学北海道研究林における野生動物自動撮影について（2010～2014） （古田 卓） 
  寒冷地におけるレーザー式積雪深計反射面の作成 （古田 卓） 
  有田川流域水質調査報告 （安藤 公） 













  京都大学白浜水族館における来館者数の変遷 （原田 桂太） 
  マクロベントス採集を目的としたドレッジ装置の作製 （山内 洋紀, 山本 恒紀, 宮﨑 勝己） 
  京都大学瀬戸臨海実験所で観測された降水の安定同位体比の変動特性 
 （田上 雅浩, 一柳 錦平, 望月 佑一, 宮﨑 勝己） 
  和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所構内で枯死したカナリーヤシ 
 （久保田 信, 樫山 嘉郎, 中西 弘樹） 
  和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所構内のヘビ・トカゲ類 （久保田 信, 玉井 済夫） 
Response of combined body of medusa and polyp zooid that transplanted on medusa of Turritopsis sp. (Hydrozoa, 
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1) 公開講座2015・芦生研究林一般公開 <京大ウィークス参加イベント> 
 日時：2015年10月17日（土）10:00～16:00 
 プログラム： 
  11:00-11:30 「森と水の関係から」   中島 皇 
  11:30-12:00 「シカは何を語る」   吉岡 崇仁 
  12:00-13:00 （スライドショー）   （食事休憩） 
  13:00-13:30 「変わりつつある林業の姿：森林生態系の供給サービス」 長谷川 尚史 
  13:30-14:00 「森がつくる川の水質」   德地 直子 
  14:00-14:30 「森と人の歴史」    坂野上 なお 
  14:30-15:00 「森と私たちの未来」   伊勢 武史 
2) 水産・臨海・臨湖実験所フィールド実習ワークショップ2015 
 日時：2015年4月3日（木） 
 会場：京都大学フィールド研 会議室（農学部総合館 N283） 
 講演：「阪大・理・生物の臨海実習：研究活動を少し体験してみる」 






 企画：伊勢 武史（准教授・芦生研究林長） 
 （登壇者） 
 大野 涼菜 （コンセプチュアルアート） 
 川久保 ジョイ（写真・インスタレーション） 
 三宅 一樹 （彫刻） 
 山本 修路 （現代美術） 
 （ゲスト） 
 土佐 尚子（京都大学情報環境機構 教授・アーティスト） 
2) 森里海ミニシンポジウム「琵琶湖の環境と生物」 
 日時：2015年10月24日（土）14:00～17:00 
 場所：京都大学農学部総合館２F フィールド研会議室（N283） 
 プログラム： 
  14:05 物理・化学環境とプランクトン群集からみた琵琶湖 中西 正己（京都大学名誉教授） 
  14:45 琵琶湖の淡水魚の多様性と外来魚の影響 細谷 和海（近畿大学教授） 
  15:25 琵琶湖岸の魚類調査から学んだこと 石井 利和（京都大学元職員） 
  16:00 パネルディスカッション「琵琶湖環境の現状と課題」 
3) 第11回京都大学附置研究所･センターシンポジウム  
    「京都からの挑戦－地球社会の調和ある共存に向けて【翔ぶ，京大】」 
日時：2016年3月12日（土）10:00～17:10 
会場：品川インターシティホール 




ボランティア活動「知ろう，守ろう芦生の森」（共催）  4月29日，8月8日 
美山町第4学年合同自然体験教室「美山っ子グリーンワールド」 5月29日 
教育・研究利用現地ツアー  5月30日 
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芦生研究交流セミナー  9月24～25日 
「森とアートの接合面」ワークショップおよびシンポジウム 10月10～12日 
芦生研究林一般公開 <京大ウィークス参加イベント>  10月17日 
2) 北海道研究林 




ミニ公開講座「自然観察会」（白糠区） <京大ウィークス参加イベント> 10月17日 
「しべちゃアドベンチャースクール」ステージ5「冬の野外活動」 





総合的な学習の時間「森は友だち 森林の町清水」（有田川町立八幡小学校との共催） 11月5日 
4) 上賀茂試験地 
上賀茂試験地春の自然観察会 4月18日 
上賀茂試験地秋の自然観察会 <京大ウィークス参加イベント> 11月7日 
京都市青少年科学センター 未来のサイエンティスト養成事業 秋冬期講座 11月14日 
5) 徳山試験地 
周南市連携事業 鹿野中学校体験学習  6月5日 
周南市連携講座2015   6月13日，11月21日 
全国社寺等屋根工事技術保存会養成研修事業「檜皮採取査定会」  10月26～27日 










SPP事業実習 京都府立西舞鶴高等学校 6月20日，7月23～24日 
SPP事業実習 京都府立南陽高等学校 7月11日，7月29～31日 
舞鶴「海の日」記念事業 7月16日 
SSH事業実習 京都教育大学附属高等学校 7月28～29日，10月29 
舞鶴市小学校教育研究科理科部・教諭対象の魚類標本作製と観察実習  8月17日 
SSH事業実習福井県立若狭高等学校  8月17日 
NPO法人シニア自然大学校地球環境｢自然学｣講座  10月10日 





きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験」              4月18日，5月16日，6月13日 
夏休みイベント「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」・「バックヤードツアー」 7月18日～8月31日 
夏休みイベント「大水槽のエサやり体験」 （月・火・水曜日に開催） 7月20日～8月31日 
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「博物館実習」 10月13～17日 
きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」  10月17日，12月12日，2016年2月13日 
瀬戸臨海実験所 施設見学会 <京大ウィークス参加イベント> 10月31日 




1) 森里海ミニシンポジウム「琵琶湖の環境と生物」 10月24日 
 場所：京都大学農学部総合館2F フィールド研会議室（N283） 
2) 地域連携セミナー「淡路島の森里海連環の知恵」 11月2日 
 場所：NPO法人ソーシャルデザインセンター淡路セミナー室 
3) 森里海連環学国際セミナー  2016年1月25日 
 場所：総合研究14号館（旧土木工学教室本館） 
4) 森里海連環学スタディツアー20116 春 in 鴨川源流 2016年3月22日 
5) 森里海連環学教育プログラム第3回修了式 2016年3月23日 
 場所：旧演習林事務室棟 共同会議室（1） 
6) 後援：第23回京都大学地球環境フォーラム「地方消滅を考える」 10月31日 
  場所：京都大学時計台記念館  国際交流ホールI 
  主催：地球環境学堂 
7) 共催：第5回 日本海研究集会「おいしい，安全な，地球にやさしい水産物－エコラベルのはなし－」 
   11月14日 
  場所：舞鶴西総合会館 4階 文化情報センター第1会議室 
 （一般社団法人水産海洋学会が主催） 
8) 後援：第24回京都大学地球環境フォーラム 「生物が空気環境を感じる意味」 2016年2月6日 









德地 直子（委員長）・長谷川 尚史（幹事）・吉岡 崇仁・安藤 信・舘野 隆之輔・中島 皇・嵜元 道徳・ 
坂野上 なお・中西 麻美 
 
2) 「Publications of the Seto Marine Biological Laboratory」編集委員 











長谷川 尚史. 林業イノベーション：林業と社会の豊かな関係を目指して. 全国林業改良普及協会, 2016, 202p. 
■伊勢 武史 
伊勢 武史. "緑のチカラ". おいでよ 森へ：空と水と大地をめぐる命の話. 「おいでよ 森へ」プロジェクト編. ダイヤモ
ンド社, 2016, p.14-17. 
里域生態系部門 
■梅本 信也 
梅本 信也. 里域食文化論入門Ⅳ. 梅本 信也編. ユニバース印刷, 2016, 77p. 
■田城 文人 
今村 央, 田城 文人. "噴火湾沖で採集される深海性魚類". 練習船による水産科学・海洋環境科学実習. おしょろ丸教科
書編纂委員会編. 北海道大学水産学部, 2016, p.1-11. 
海洋生態系部門 
■市川 光太郎 
市川 光太郎. "ジュゴンの生態調査に貢献する音響技術". 海の姿を測る. 海洋理工学会編. 京都通信社, 2015, p.115-121.  
森里海連環学教育ユニット 
■吉積 巳貴 
Nguyen Ngoc Tung; Kobayashi,H.; Nawit Ongsavangchai; Yoshizumi,M. "Transformation and Conservation of Traditional Garden 
Houses in Hue Citadel Area, Vietnam". Nguyen Ngoc Tung; Kobayashi,H.; Nawit Ongsavangchai; Yoshizumi,M. ed., In Huế 
Limited Liability Company, 2016, p.1-286.  
吉積 巳貴, 森 晶寿. "東アジアのソーシャル・キャピタルと経済発展". ソーシャルキャピタル（第7章）. 坪郷實編. ミ
ネルヴァ書房, 2015, p.90-101. 
白眉センター 
■加賀谷 勝史 
加賀谷 勝史."行動中の動物の脳活動を見る：歩行中のザリガニからの神経活動記録". 研究者が教える動物実験 第2巻 
神経・筋. 尾崎 まみこ, 村田 芳博, 藍 浩之, 定本 久世, 吉村 和也, 神崎 亮平. 日本比較生理生化学会 編集. 共立





Mostofa,K. M. G.; Liu,C. -Q; Zhai,W.; Minella,M.; Vione,D.; Gao,K.; Minakata,D.; Arakaki,T.; Yoshioka,T.; Hayakawa,K.; 
Konohira,E.; Tanoue,E.; Akhand,A.; Chanda,A.; Wang,B.; Sakugawa,H. Reviews and Syntheses: Ocean acidification and its 
potential impacts on marine ecosystems. Biogeosciences. 2016, 13(6), p.1767-1786. 
松山 周平, 谷 鑫, 立岩 沙知子, 白澤 紘明, 吉岡 崇仁. 長治谷草地のシカ排除柵内外の植生変遷と柵の開放試験. 森
林研究. 2016, (79), p.11-20. 
松山 周平, 福島 慶太郎, 白澤 紘明, 向 昌宏, 平井 岳志, 境 慎二朗, 石原 正恵, 岩井 有加, 八木 弥生, 谷 鑫, 立岩 
沙知子, 長谷川 尚史, 吉岡 崇仁. 間伐とシカ排除柵設置がスギの幹成長に及ぼす直接的・間接的影響 : 芦生の未間
伐スギ人工林における事例. 森林研究. 2016, (79), p.1-9. 
福島 慶太郎, 立岩 沙知子, 高柳 敦, 吉岡 崇仁. 京都府芦生研究林におけるニホンジカによる植生被害と森林生態系
への影響（ニホンジカシリーズ）. 水利科学. 2015, 59(4), p.65-83. 
■德地 直子 
Ueda,Miki U.; Tokuchi,Naoko; Hiura,Tsutom. Soil nitrogen pools and plant uptake at sub-zero soil temperature in a cool temperate 
forest soil: a field experiment using 15N labeling. Plant and Soil. 2015, 392(1), p.205-214. 
Urakawa,Rieko; Ohte,Nobuhito; Shibata,Hideaki; Isobe,Kazuo; Tateno,Ryunosuke; Oda,Tomoki; Hishi,Takuo; Fukushima,Keitaro; 
Inagaki,Yoshiyuki; Hirai,Keizo; Oyanagi,Nobuhiro; Nakata,Makoto; Toda,Hiroto; Kenta,Tanaka; Kuroiwa,Megumi; 
- 8  -
Watanabe,Tsunehiro; Fukuzawa,Karibu; Tokuchi,Naoko; Ugawa,Shin; Enoki,Tsutomu; Nakanishi,Asami; Saigusa,Nobuko; 
Yamao,Yukio; Kotani,Ayumi. Factors contributing to soil nitrogen mineralization and nitrification rates of forest soils in the 
Japanese archipelago. Forest Ecology and Management. 2016, 361, p.382-396. 
■安藤 信 
Falster,Daniel S.; Ishihara,Masae I.; Ando,Makoto et al. BAAD: a Biomass And Allometry Database for woody plants. Ecology. 
2015, 96(5), p.1445 (Ecological Archives E096-128). 
Ishihara,Masae I.; Utsugi,Hajime; Tanouchi,Hiroyuki; Aiba,Masahiro; Kurokawa,Hiroko; Onoda,Yusuke; Nagano,Masahiro; 
Umehara,Toru; Ando,Makoto; Miyata,Rie; Hiura,Tsutom. Efficacy of generic allometric equations for estimating biomass: a test 
in Japanese natural forests. Ecological Applications. 2015, 25(5), p.1433-1446. 
■長谷川 尚史 
松山 周平, 福島 慶太郎, 白澤 紘明, 向 昌宏, 平井 岳志, 境 慎二朗, 石原 正恵, 岩井 有加, 八木 弥生, 谷 鑫, 立岩 
沙知子, 長谷川 尚史, 吉岡 崇仁. 間伐とシカ排除柵設置がスギの幹成長に及ぼす直接的・間接的影響 : 芦生の未間
伐スギ人工林における事例. 森林研究. 2016, (79), p.1-9. 
■舘野 隆之輔 
Tripathi,Binu M.; Kim,Mincheol; Tateno,Ryunosuke; Kim,Woosung; Wang,Jianjun; Lai-Hoe,Ang; Ab. Shukor,Nor Aini; 
Rahim,Raha A.; Go,Rusea; Adams,Jonathan M. Soil pH and biome are both key determinants of soil archaeal community 
structure. Soil Biology and Biochemistry. 2015, 88(0), p.1-8. 
Urakawa,Rieko; Ohte,Nobuhito; Shibata,Hideaki; Isobe,Kazuo; Tateno,Ryunosuke; Oda,Tomoki; Hishi,Takuo; Fukushima,Keitaro; 
Inagaki,Yoshiyuki; Hirai,Keizo; Oyanagi,Nobuhiro; Nakata,Makoto; Toda,Hiroto; Kenta,Tanaka; Kuroiwa,Megumi; 
Watanabe,Tsunehiro; Fukuzawa,Karibu; Tokuchi,Naoko; Ugawa,Shin; Enoki,Tsutomu; Nakanishi,Asami; Saigusa,Nobuko; 
Yamao,Yukio; Kotani,Ayumi. Factors contributing to soil nitrogen mineralization and nitrification rates of forest soils in the 




H.;Sugimoto,A.;Suzuki,R.;Tanaka,K.;Yamaguchi,S.;Yoshimura,K. The GRENE-TEA model intercomparison project (GTMIP): 
overview and experiment protocol for Stage 1. Geoscientific Model Development. 2015, 8, p.2841-2856. 
Sueyoshi,T.; Saito,K.; Miyazaki,S.; Mori,J.; Ise,T.; Arakida,H.; Suzuki,R.; Sato,A.; Iijima,Y.; Yabuki,H.; Ikawa,H.; Ohta,T.; 
Kotani,A.; Hajima,T.; Sato,H.; Yamazaki,T.; Sugimoto,A. The GRENE-TEA model intercomparison project (GTMIP) Stage 1 
forcing data set. Earth Syst.Sci.Data. 2016, 8(1), p.1-14. 
■嵜元 道徳 
Kuninaga, Tomohiro; Hirayama,Kimiko; Sakimoto,Michinori. Negative canopy–understorey interaction shapes the sapling bank of 
Fagus crenata in a cool-temperate, conifer–hardwood mixed forest. Plant Ecology. 2015, 216(8), p.1191-1202.  
■中西 麻美 
中西 麻美, 稲垣 善之, 柴田 昌三, 大澤 直哉. ヒノキが優占する都市近郊二次林における群状間伐がリターフォール
と堆積有機物に及ぼす影響. 森林応用研究. 2015, 24(2), p.1-9. 
Urakawa,Rieko; Ohte,Nobuhito; Shibata,Hideaki; Isobe,Kazuo; Tateno,Ryunosuke; Oda,Tomoki; Hishi,Takuo; Fukushima,Keitaro; 
Inagaki,Yoshiyuki; Hirai,Keizo; Oyanagi,Nobuhiro; Nakata,Makoto; Toda,Hiroto; Kenta,Tanaka; Kuroiwa,Megumi; 
Watanabe,Tsunehiro; Fukuzawa,Karibu; Tokuchi,Naoko; Ugawa,Shin; Enoki,Tsutomu; Nakanishi,Asami; Saigusa,Nobuko; 
Yamao,Yukio; Kotani,Ayumi. Factors contributing to soil nitrogen mineralization and nitrification rates of forest soils in the 
Japanese archipelago. Forest Ecology and Management. 2016, 361, p.382-396. 
■白澤 紘明 
松山 周平, 谷 鑫, 立岩 沙知子, 白澤 紘明, 吉岡 崇仁. 長治谷草地のシカ排除柵内外の植生変遷と柵の開放試験. 森
林研究. 2016, (79), p.11-20. 
松山 周平, 福島 慶太郎, 白澤 紘明, 向 昌宏, 平井 岳志, 境 慎二朗, 石原 正恵, 岩井 有加, 八木 弥生, 谷 鑫, 立岩 
沙知子, 長谷川 尚史, 吉岡 崇仁. 間伐とシカ排除柵設置がスギの幹成長に及ぼす直接的・間接的影響 : 芦生の未間
伐スギ人工林における事例. 森林研究. 2016, (79), p.1-9. 
里域生態系部門 
■山下 洋 
Akiyama,Satoshi; Ueno,Masahiro; Yamashita,Yoh. Population dynamics and reproductive biology of the mysid Orientomysis 
japonica in Tango Bay, Japan. Plankton and Benthos Research. 2015, 10(2), p.121-131. 
Fuji,Taiki; Kasai,Akihide; Ueno,Masahiro; Yamashita,Yoh. The Importance of Estuarine Production of Large Prey for the Growth 
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of Juvenile Temperate Seabass (Lateolabrax japonicus). Estuaries and Coasts. 2016, 39(4), p.1208-1220. 
Islam,M. S.; Ueno,M.; Yamashita,Y. Recruitment in Japanese sea bass, Lateolabrax japonicas (Cuvier, 1828): effects of timing on 
spawning and larval quality and quantity. Journal of Applied Ichthyology. 2015, 31(6), p.1064-1071. 
Miyajima-Taga,Yuko; Masuda,Reiji; Morimitsu,Ryo; Ishii,Haruto; Nakajima,Kentaro; Yamashita,Yoh. Ontogenetic changes in the 
predator-prey interactions between threadsail filefish and moon jellyfish. Hydrobiologia. 2016, 772(1), p.175-187.  
Takahashi,Kohji; Masuda,Reiji; Yamashita,Yoh. Can red sea bream Pagrus major learn about feeding and avoidance through the 
observation of conspecific behavior in video playback? Fisheries Science. 2015, 81(4), p.679-685. 
Yamaguchi,Mai; Masuda,Reiji; Yamashita,Yoh. Diel activity of the sea cucumber Apostichopus japonicus is affected by the time of 
feeding and the presence of predators but not by time-place learning. Fisheries Science. 2016, 82(1), p.29-34. 
宮島（多賀） 悠子, 益田 玲爾, 栗原 紋子, 山下 洋, 竹内 俊郎. カワハギに対する補助餌料としてのエチゼンクラゲ給
餌効果. 日本水産学会誌. 2015, 81(4), p.701-714. 
■益田 玲爾 
Makino,Hirona; Masuda,Reiji; Tanaka,Masaru. Environmental stimuli improve learning capability in striped knifejaw juveniles: 
the stage-specific effect of environmental enrichment and the comparison between wild and hatchery-reared fish. Fisheries 
Science. 2015, 81(6), p.1035-1042. 
Miyajima-Taga,Yuko; Masuda,Reiji; Morimitsu,Ryo; Ishii,Haruto; Nakajima,Kentaro; Yamashita,Yoh. Ontogenetic changes in the 
predator-prey interactions between threadsail filefish and moon jellyfish. Hydrobiologia. 2016, 772(1), p.175-187. 
Nakamura,Masahiro; Masuda,Reiji; Tsukamoto,Katsumi; Otake,Tsuguo. Narrowed temperature adaptability in non-natal osmotic 
environments of two euryhaline wanderers, dace and black porgy: implications for seasonal habitat changes. Fisheries Science. 
2016, 82(2), p.261-268. 
Takahashi,Kohji; Masuda,Reiji; Yamashita,Yoh. Can red sea bream Pagrus major learn about feeding and avoidance through the 
observation of conspecific behavior in video playback? Fisheries Science. 2015, 81(4), p.679-685. 
Yamaguchi Mai, Masuda Reiji, Yamashita Yoh. Diel activity of the sea cucumber Apostichopus japonicus is affected by the time of 
feeding and the presence of predators but not by time--place learning. Fisheries Science. 2016, 82(1), p.29-34. 
Yamamoto,Satoshi; Minami,Kenji; Fukaya,Keiichi; Takahashi,Kohji; Sawada,Hideki; Murakami,Hiroaki; Tsuji,Satsuki; 
Hashizume,Hiroki; Kubonaga,Shou; Horiuchi,Tomoya; Hongo,Masamichi; Nishida,Jo; Okugawa,Yuta; Fujiwara,Ayaka; 
Fukuda,Miho; Hidaka,Shunsuke; Suzuki,Keita W.; Miya,Masaki; Araki,Hitoshi; Yamanaka,Hiroki; Maruyama,Atsushi; 
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福澤 加里部, 舘野 隆之輔, 鵜川 信, 渡辺 恒大, 細川 奈々枝, 今田 省吾, 柴田 英昭. "森林における土壌凍結が細根
動態に及ぼす影響：積雪除去操作によるアプローチ"． 第127回日本森林学会大会. 日本大学生物資源科学部, 
2016-03-27, 2016, p.708. 
細川 奈々枝, 磯部 一夫, 浦川 梨恵子, 舘野 隆之輔, 福澤 加里部, 渡辺 恒大, 柴田 英昭. "土壌の凍結・融解が細根リ
ターを介して土壌の窒素動態におよぼす影響：北海道東部における野外操作実験からの考察"． 第127回日本森林学
会大会. 日本大学生物資源科学部, 2016-03-28, 2016. 
松山 周平, 舘野 隆之輔, 今田 省吾, 吉岡 崇仁. "釧路地方中央部においてエゾシカの採食が森林植生に及ぼす影響"． 
日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016. 
渡辺 恒大, 柴田 英昭, 舘野 隆之輔, 今田 省吾, 福澤 加里部, 小田 智基, 浦川 梨恵子, 磯部 一夫, 細川 奈々枝, 小
林 真, 稲垣 善之. "北海道東部における土壌微生物バイオマスと窒素動態の時系列変化"． 日本地球惑星科学連合
2015年大会. 幕張メッセ（千葉）, 2015-05-27, 2015. 
渡辺 恒大, 柴田 英昭, 舘野 隆之輔, 今田 省吾, 福澤 加里部, 磯部 一夫, 浦川 梨恵子, 小田 智基, 細川 奈々枝, 小
林 真. "積雪操作処理による冬期から春期の土壌微生物・窒素動態の変化パターン"． 第127回日本森林学会大会. 日
本大学生物資源科学部, 2016-03-28, 2016. 
■伊勢 武史 
伊勢 武史. "Data assimilation in complex ecosystem models". iLEAPS-Japan meeting. 名古屋大学, 2015-10-02, 2015. 
伊勢 武史. "地球システムと陸上生態系"． 地球惑星科学NYS2015. 東京大学, 2015-10-24, 2015. 
伊勢 武史. "データ同化って何？"． エコミメティクス勉強会. 関西セミナーハウス, 2015-08-25, 2015. 
伊勢 武史, 森 健介. "土壌中の有機炭素と熱・水ダイナミクスの間のフィードバックのシミュレーション再現"． 日本
地球惑星科学連合2015年大会. 幕張メッセ, 2015-05-27, 2015. 
Arakida, H.; Miyoshi, T.; Ise, T.; Shima, S.; Kotsuki, S. "Data assimilation experiments with MODIS LAI observations and the 
dynamic global vegetation model SEIB-DGVM". 日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-21, 2016. 
Arakida, H.; Miyoshi, T.; Ise, T.; Shima, S.; Kotsuki, S. "Data assimilation experiments with MODIS LAI observations and the 
dynamic global vegetation model SEIB-DGVM". the 6th AICS International Symposium. 理化学研究所, 2016-2-22/23, 2016. 
Arakida, H.; Miyoshi, T.; Ise, T.; Shima, S.; Kotsuki, S. "Data assimilation experiments with MODIS LAI observations and the 
dynamic global vegetation model SEIB-DGVM". RIKEN-UMD Data Assimilation Conference. University of Maryland, 
2015-10-7/9, 2015. 
Wang,X.; Yokozawa,M.; Arakida,H.; Mori,K.; Ise,T.; Kondo,M.; Uchida,M.; Kushida,K.; Toda,M. "Simulating soil carbon 
dynamics in Alaskan terrestrial ecosystems". the AOGS 12th Annual Meeting. Singapore, 2015-08-02/07, 2015. 
荒木田 葉月, 三好 建正, 伊勢 武史, 島 伸一郎. "動的植生モデルSEIB-DGVMを用いた衛星LAIのデータ同化"． 第１
回生態系データ同化に関する研究会. 理化学研究所, 2015-09-26, 2015. 
荒木田 葉月, 三好 建正, 伊勢 武史, 島 伸一郎. "植生モデルSEIB-DGVMへの観測LAIデータの同化実験"． 日本気象
学会2015年度秋季大会. 京都テルサ, 2015-10-28, 2015. 
荒木田 葉月, 三好 建正, 伊勢 武史, 島 伸一郎. "個体ベースモデルSEIB-DGVMのデータ同化：その課題と展望"． 統
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合的陸域圏研究連絡会. 京都テルサ, 2015-10-28, 2015. 
荒木田 葉月, 三好 建正, 伊勢 武史, 島 伸一郎. "動的植生モデルSEIB-DGVMを用いた葉面積指数に基づくデータ同化
実験"． 日本地球惑星科学連合2015年大会. 幕張メッセ, 2015-05-26, 2015. 
王 新, 横沢 正幸, 荒木田 葉月, 森 健介, 伊勢 武史, 近藤 美由紀, 内田 昌男, 串田 圭司, 戸田 求. "アラスカの陸域
生態系における土壌炭素のダイナミクスのシミュレーション"． 日本地球惑星科学連合2015年大会. 幕張メッセ, 
2015-05-26, 2015. 
森 淳子, 斉藤 和之, 宮崎 真, 山崎 剛, 伊勢 武史, 荒木田 葉月, 羽島 知洋, 飯島 慈裕, 町屋 広和, 末吉 哲雄, 矢吹,
裕伯,GTMIP,グループ. "北極陸域モデル相互比較とサイト間差異：物理・物質循環過程に着目して"． 日本地球惑星
科学連合2015年大会. 幕張メッセ, 2015-05-26, 2015. 
■中島 皇 
中島 皇. "檜皮採取技術査定会：森の時間が実感できる森林教育題材"． 第127回日本森林学会大会. 日本大学生物資源
科学部, 2016-03-29, 2016.  
■1嵜元 道徳 
嵜元 道徳, 松山 周平, 坂野上 なお. "一斜面地形上における気候的、土地的極相種2種の分布と更新"． 第127回日本森
林学会大会. 日本大学生物資源科学部, 2016-03-29, 2016.  
嵜元 道徳, 柳本 順, 古田 卓, 岡部 芳彦, 勝山 智憲, 林 大輔, 山内 隆之. "トドマツの種子・実生の動態と斜面地形上
の位置"． 日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016, p.P2-015.  
鎌内 宏光, 赤坂 宗光, 嵜元 道徳. "北海道東部におけるカンバ属の分布と海霧"． 日本生態学会第63回全国大会. 仙台
国際センター, 2016, p.P2-154.  
■坂野上 なお 
坂野上 なお. "大学の森で行われる商業活動としてのガイドツアーを考える：京都大学芦生研究林の事例"． 第127回日
本森林学会大会. 日本大学生物資源科学部, 2016-03-28, 2016.  
嵜元 道徳, 松山 周平, 坂野上 なお. "一斜面地形上における気候的、土地的極相種2種の分布と更新"． 第127回日本森
林学会大会. 日本大学生物資源科学部, 2016-03-29, 2016.  
■中西 麻美 
中西 麻美, 稲垣 善之, 柴田 昌三, 大澤 直哉. "ヒノキ二次林の異なる斜面位置における群状間伐がリターフォールと
堆積有機物に 及ぼす影響"． 日本地球惑星科学連合2015年大会. 幕張メッセ, 2015. 
中西 麻美, 稲垣 善之, 深田 英久, 渡辺 直史. "高知県におけるヒノキの成長量と葉の特性との関係"． 第127回日本森
林学会大会. 日本大学生物資源科学部, 2016-03-28, 2016. 
中西 麻美, 稲垣 善之, 深田 英久, 渡辺 直史. "高知県におけるヒノキ人工林における葉の特性と成長量との関係"． 第
66回応用森林学会大会. 岡山大学農学部, 2015-10-11, 2015. 
稲垣 善之, 宮本 和樹, 中西 麻美. "気象条件の異なるヒノキ林における樹冠葉量の推定"． 日本生態学会中国四国地区
大会. 愛媛大学農学部, 2015-05-17, 2015, p.15. 
浦川 梨恵子, 大手 信人, 柴田 英昭, 舘野 隆之輔, 小田 智基, 戸田 浩人, 福澤 加里部, 渡辺 恒大, 菱 拓雄, 小柳 信
宏, 中田 誠, 稲垣 善之, 福島 慶太郎, 中西 麻美. "室内培養で得られる無機化・硝化パラメータによる野外窒素無機
化量の推定"． 第127回日本森林学会大会. 日本大学生物資源科学部, 2016-03-29, ポスター発表 P2-213, 2016. 
藤井 一至, 山田 貴大, 小野 賢二, 中西 麻美. "微生物代謝過程からせまる森林土壌の窒素無機化の律速要因"． 第127
回日本森林学会大会. 日本大学生物資源科学部, 2016-03-28, 2016. 
■白澤 紘明 
白澤 紘明, 長谷川 尚史. "道路拡幅による原木輸送コストの削減効果"． 日本森林利用学会第22回学術研究発表会. 鹿
児島大学, 2015-12-05, 2015. 
里域生態系部門 
■山下 洋 
Sawada,Hideki; Yamashita,Yoh. "Vertical distribution of juvenile sea cucumber Apostichopus japonicus in a mesocosm experiment". 
SEASTAR2000. 京都大学, 2016-03-16, 2016. 
笠井 亮秀, 曽我部 共生, 鈴木 勇人, 鈴木 啓太, 山下 洋. "スズキ稚魚の成長に伴う成育場利用の変化"． 平成28年度
日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-27, 2016, p.40. 
笠井 亮秀, 冨士 泰期, 曽我部 共生, 政友 明秀, 鈴木 啓太, 山下 洋. "丹後海におけるスズキの初期生活史"． 東京大
学大気海洋研究所共同利用集会「海洋における生物生産機構の多様性と連関：黒潮生態系から沿岸複合生態系まで」. 
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柏市, 2015-12-02, 2015. 
橋口 峻也, 笠井 亮秀, 田村 勇司, 山下 洋, 荒井 修亮. "国東半島における陸起源物質負荷量の降雨に伴う短期変動"． 
2015年度日本水産学会近畿支部後期例会. 京都大学, 2015-12-13, 2015, p.21. 
金子 三四朗, 益田 玲爾, 山下 洋. "マダイ稚魚の報酬訓練における学習能力および記憶能力の個体発生"． 平成28年度
日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-27, 2016, p.131. 
栗田 豊, 岡崎 雄二, 山下 洋. "ヒラメによる複数の生息場所利用様式"． 東京大学大気海洋研究所共同利用集会「海洋
における生物生産機構の多様性と連関：黒潮生態系から沿岸複合生態系まで」. 柏市, 2015-12-01, 2015, 
山﨑 哲也, 澤田 英樹, 上野 正博, 鈴木 啓太, 横山 壽, 山下 洋. "若狭湾西部丹後海の底生動物群集"． 2015年度日本
水産学会近畿支部後期例会. 京都大学, 2015-12-13, 2015, p.15. 
酒見 幹太, 伯耆 匠二, 鬼塚 年弘, 河村 知彦, 山下 洋. "マナマコの生活史初期における珪藻の消化能力"． 平成28年
度日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-27, 2016, p.43. 
曽我部 共生, 笠井 亮秀, 鈴木 啓太, 山下 洋, 荒井 修亮, 鈴木 勇人. "丹後海舞鶴湾におけるスズキ稚魚の成育場の利
用特性"． 2015年度日本水産学会近畿支部後期例会. 京都大学, 2015-12-13, 2015, p.13. 
曽我部 共生, 鈴木 勇人, 笠井 亮秀, 鈴木 啓太, 山下 洋. "丹後海におけるスズキ仔稚魚の成育場の利用特性"． 日本
生態学会第63回仙台大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016. 
木村 伸吾, 笠井 亮秀, 伊藤 幸彦, 銭本 慧, 竹茂 愛吾, 三宅 陽一, 鈴木 啓太, 山下 洋, 渡邊 良朗. "複合生態研究に
おける丹後海の流動環境"． 東京大学大気海洋研究所共同利用集会「海洋における生物生産機構の多様性と連関：黒
潮生態系から沿岸複合生態系まで」. 柏市, 2015-12-01, 2015. 
澤田 英樹, 山﨑 哲也, 上野 正博, 山下 洋, 笠井 亮秀. "マナマコ浮遊幼生の湾内滞留機構について"． 2015年度日本
ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会. 北海道大学（札幌）, 2015-09-04, 2015. 
藤田 純太, 銭本 慧, 井口 亮, 甲斐 嘉晃, 上野 正博, 山下 洋. "両側回遊性ヌマエビ類Caridina属３種における比較系
統地理学的手法を用いた幼生分散パターンの推定"． 日本甲殻類学会第53回大会. 東京海洋大学, 2015-10-10, 2015. 
■益田 玲爾 
益田 玲爾, 畠山 信, 横山 勝英, 田中 克. "気仙沼・舞根湾における定例潜水調査から見た津波後の魚類群集の変遷過程"． 
日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-24, 2016. 
金子 三四朗, 益田 玲爾, 山下 洋. "マダイ稚魚の報酬訓練における学習能力および記憶能力の個体発生"． 平成28年度
日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-27, 2016, p.131. 
徐 寿明, 村上 弘章, 坂田 雅之, 益田 玲爾, 山本 哲史, 源 利文. "環境DNAの断片長による見た目の分解速度の違い"． 
日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016. 
松田 直往, 深山 義文, 益田 玲爾, 田川 正朋. "ストレス-コルチゾル系がヒラメ着色型黒化に及ぼす影響"． 平成28年
度日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-27, 2016. 
村上 弘章, 尹 錫鎭, 笠井 亮秀, 源 利文, 山本 哲史, 坂田 雅之, 堀内 智矢, 澤田 英樹, 益田 玲爾. "沿岸海域におけ
る環境DNAの分散過程に関する生簀を用いた検証実験"． 平成28年度日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 
2016-03-27, 2016. 
大戸 夢木, 中村 政裕, 村上 弘章, 益田 玲爾. "日本海側河川の両側回遊性ハゼ科魚類における塩分環境利用パターン
とこれに関わる環境要因"． 平成28年度日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-27, 2016. 
中田 訓彰, 深山 義文, 益田 玲爾, 田川 正朋. "飼育水槽底面の凹凸および色がヒラメ着色型黒化に及ぼす影響"． 平成
28年度日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-29, 2016. 
福西 悠一, 益田 玲爾. "ヒラメ浮遊期仔魚の紫外線回避行動"． 平成28年度日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 
2016-03-27, 2016. 
■甲斐 嘉晃 
甲斐 嘉晃, 山 中智之. "津軽海峡付近におけるキンカジカとニホンキンカジカの交雑帯の存在"． 日本魚類学会・年会. 
近畿大学, 奈良, 2015-09-04/07, 2015. 
亀甲 武志, 石﨑 大介, 淀 太我, 間野 静雄, 桑村 邦彦, 藤岡 康弘, 甲斐 嘉晃. "ホンモロコの耳石日周輪の確認"． 日
本魚類学会・年会. 近畿大学, 奈良, 2015-09-04/07, 2015. 
亀甲 武志, 片岡 佳孝, 菅原 和宏, 石崎 大介, 吉岡 剛, 桑原 雅之, 井口 恵一朗, 甲斐 嘉晃, 中山 耕至. "琵琶湖流入
河川姉川水系支流のナガレモンイワナの遺伝的特徴"． 日本魚類学会・年会. 近畿大学, 奈良, 2015-09-04/07, 2015. 
吉川 茜, 中山 耕至, 甲斐 嘉晃, 中坊 徹次. "北太平洋産ユメカサゴ属魚類の遺伝的集団構造"． 日本魚類学会・年会. 
近畿大学・奈良, 2015-09-04/07, 2015. 
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藤田 純太, 銭本 慧, 井口 亮, 甲斐 嘉晃, 上野 正博, 山下 洋. "両側回遊性ヌマエビ類Caridina属３種における比較系
統地理学的手法を用いた幼生分散パターンの推定"． 日本甲殻類学会第53回大会. 東京海洋大学, 2015-10-10, 2015. 
東海林 明, 甲斐 嘉晃, 上田 祐司, 濱津 友紀, 伊藤 正木, 中坊 徹次. "日本海におけるアバチャン（カジカ亜目:クサ
ウオ科）赤色斑紋型の遺伝的特徴"． 日本魚類学会・年会. 近畿大学, 奈良, 2015-09-04/07, 2015. 
■鈴木 啓太 
笠井 亮秀, 曽我部 共生, 鈴木 勇人, 鈴木 啓太, 山下 洋. "スズキ稚魚の成長に伴う成育場利用の変化"． 平成28年度
日本水産学会春季大会. 東京海洋大学, 2016-03-27, 2016, p.40. 
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Region, Danang, Vietnam, 2015-07-27, 2015.  
■安佛 かおり 
安佛 かおり, 一見 和彦, 山口 一岩, 大美 博昭, 秋山 諭, 宮原 一隆, 山本 昌幸, 笠井 亮秀. "東部瀬戸内海における
基礎生産"． JpGU2015. 幕張メッセ, 2015-05-26, 2015. 
■長谷川 路子 
長谷川 路子. "企業と協働したむらづくりの実態とその推進策に関する一考察"． 日本経営診断学会第170回関西部会. 
近畿大学, 2015. 
長谷川 路子. "企業と協働したむらづくりの実態とその推進策に関する一考察"． 日本経営診断学会第48回全国大会. 近
畿大学, 2015. 
■黄 琬惠 
HUANG,Wanhui; SHIMIZU,Natsuki; ONITSUKA,Kenichirou; WANG,Chung-jung. "Assessment and classification of resident 




Haramura,Takashi. "Hatching plasticity in response to salinity levels in a rhacophorid frog, Buergeria japonica". Behaviour 2015. 
2015. 
- 108 - 
 
Haramura,Takashi. "Oviposition sites of Rhacophorid frog inhabiting natural coastal environment". Vth International Wildlife 
Management Congress. 2015-07-26, 2015. 
■加賀谷 勝史 
加賀谷 勝史, Patek,S.N. "シャコにおける殻割り行動のための運動制御機構"． 日本動物学会. 新潟, 2015-09-19, 2015. 
管理技術部 
■岡部 芳彦 
嵜元 道徳, 柳本 順, 古田 卓, 岡部 芳彦, 勝山 智憲, 林 大輔, 山内 隆之. "トドマツの種子・実生の動態と斜面地形上
の位置"． 日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016, p.P2-015.  
■勝山 智憲 
嵜元 道徳, 柳本 順, 古田 卓, 岡部 芳彦, 勝山 智憲, 林 大輔, 山内 隆之. "トドマツの種子・実生の動態と斜面地形上
の位置"． 日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016, p.P2-015.  
■林 大輔 
嵜元 道徳, 柳本 順, 古田 卓, 岡部 芳彦, 勝山 智憲, 林 大輔, 山内 隆之. "トドマツの種子・実生の動態と斜面地形上
の位置"． 日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016, p.P2-015.  
■古田 卓 
嵜元 道徳, 柳本 順, 古田 卓, 岡部 芳彦, 勝山 智憲, 林 大輔, 山内 隆之. "トドマツの種子・実生の動態と斜面地形上
の位置"． 日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016, p.P2-015.  
■山内 隆之 
嵜元 道徳, 柳本 順, 古田 卓, 岡部 芳彦, 勝山 智憲, 林 大輔, 山内 隆之. "トドマツの種子・実生の動態と斜面地形上
の位置"． 日本生態学会第63回全国大会. 仙台国際センター, 2016-03-22, 2016, p.P2-015.  
■柳本 順 
嵜元 道徳, 柳本 順, 古田 卓, 岡部 芳彦, 勝山 智憲, 林 大輔, 山内 隆之. "トドマツの種子・実生の動態と斜面地形上











講義名 担当教員 *印はコーディネーター 科目 対象 開講期 単位 
森里海連環学 山下*，吉岡，朝倉，德地，横山，長谷川，
伊勢，清水，中島ほか 
講義 全回生 前期 2 
北海道東部の人と自然 舘野，中西ほか（農学部講義と合同） 実習 全回生 前期集中 2 
北海道東部の厳冬期の自然環境 舘野，中西ほか（農学部講義と合同） 実習 全回生 後期集中 2 
暖地性積雪地域における冬の自然環境 中島 実習 全回生 後期集中 1 
森里海連環学実習I 山下*，德地，益田，伊勢，甲斐，坂野上，
中西，鈴木 
実習 全回生 前期集中 2 
森里海連環学実習II 吉岡*，舘野，中西ほか 実習 全回生 前期集中 2 
森林学 吉岡，德地*，安藤，長谷川，舘野，伊勢，
中島，嵜元，坂野上，中西ほか 
講義 全回生 前期 2 
 
（講義・実習：自然・応用科学系科目群） 
講義名 担当教員 *印はコーディネーター 科目 対象 開講期 単位 
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（少人数セミナー：自然科学系） 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
原生的な森林の働き 中島 ゼミ 1回生 前期集中 2 
海岸生物の生活史 久保田 ゼミ 1回生 前期集中 2 
森里海のつながりを清流古座川に見る 梅本 ゼミ 1回生 前期集中 2 
フィールド実習“森は海の恋人” 朝倉，中野，（畠山） ゼミ 1回生 前期集中 2 
海産無脊椎動物－分類群と形の多様性 宮﨑 ゼミ 1回生 前期集中 2 
地域連環学入門 梅本，宮﨑，中野ほか ゼミ 1回生 前期集中 2 
北海道の森林 舘野 ゼミ 1回生 前期集中 2 
京都の文化を支える森林：持続的森林
管理のための地域知と生態学情報 
吉岡，德地，伊勢，坂野上 ゼミ 1回生 前期集中 2 
森の創りだすもの 德地 ゼミ 1回生 前期集中 2 
里海～瀬戸内海であそぶ～ 小林 ゼミ 1回生 前期 2 
貝類の不思議 中野 ゼミ 1回生 前期集中 2 
京都のエコツーリズム－森での感動と
は何か 
德地，伊勢ほか ゼミ 1回生 前期集中 2 
 
（少人数セミナー：人文・社会科学系） 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
環境の評価 吉岡 ゼミ 1回生 前期 2 
瀬戸内に見る森里海連環 中島，久保田，大和 ゼミ 1回生 前期集中 2 
森を育て活かす－林業体験をとおして
考える 
長谷川 ゼミ 1回生 前期集中 2 
 
（他部局提供科目への協力：現代社会適応科目群） 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
生物圏の科学－生命・食糧・環境－ 吉岡，德地，荒井，安藤ほか （農学部提
供科目） 
講義 全回生 後期 2 
 
（他部局提供科目への協力：自然・応用科学系科目群） 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 









森里海連環学－森里海のつながり－ 畠山 重篤 （社会連携教授） 
 柴田 昌三 （京都大学地球環境学堂・教授） 
 谷内 茂雄 （京都大学生態学研究センター・准教授） 
 竹門 康弘 （京都大学防災研究所・准教授） 
 中山 耕至 （京都大学大学院農学研究科・助教） 
森林学 松下 幸司 （京都大学大学院農学研究科・准教授） 
水圏生物学入門 中野 伸一 （京都大学生態学研究センター・教授） 
 加藤 真  （京都大学大学院人間・環境学研究科・教授） 
 田川 正朋 （京都大学大学院農学研究科・准教授） 
 鰺坂 哲朗 （京都大学大学院農学研究科・助教） 














（）内は，休学中の学生数・＋は，他分野所属だが当該分野で指導している学生数     
森里海連環学教育ユニットの教員配置（2015年4月現在） 
 教員 （所属） 
ユニット長 山下 洋（教授） （フィールド研） 
総合生態系管理学領域 朝倉 彰（教授） （フィールド研） 
横山 壽（特定教授）  
エドワルド・ラヴァルニュ（特定講師）  
流域環境ガバナンス領域 吉岡 崇仁（教授） （フィールド研） 
柴田 昌三（教授） （地球環境学堂） 
星野 敏（教授） （地球環境学堂） 
清水 夏樹（特定准教授）  
沿岸域環境政策領域 浅野 耕太（教授） （人間・環境学研究科） 



















0 3 5(1) 2 
森林情報学分野 吉岡 崇仁（教授） 
舘野 隆之輔（准教授） 
中島 皇（講師） 
坂野上 なお（助教）  
中西 麻美（助教） 
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講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
森林情報学特論II 舘野 BA14 修士 後期 2 
森林育成学特論II 安藤，伊勢 BA16 修士 後期 2 
森林情報学専攻演習1 吉岡，舘野，中島，坂野上，中西 BB44 修士1回生 通年 4 
森林情報学専攻演習2 吉岡，舘野，中島，坂野上，中西 BB45 修士2回生 通年 4 
森林育成学専攻演習1 德地，安藤，長谷川，伊勢，嵜元 BB46 修士1回生 通年 4 
森林育成学専攻演習2 德地，安藤，長谷川，伊勢，嵜元 BB47 修士2回生 通年 4 
森林情報学専攻実験1 吉岡，舘野，中島，坂野上，中西 BC44 修士1回生 通年 5 
森林情報学専攻実験2 吉岡，舘野，中島，坂野上，中西 BC45 修士2回生 通年 5 
森林育成学専攻実験1 德地，安藤，長谷川，伊勢，嵜元 BC46 修士1回生 通年 5 
森林育成学専攻実験2 德地，安藤，長谷川，伊勢，嵜元 BC47 修士2回生 通年 5 
 
大学院農学研究科 応用生物科学専攻 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
海洋生物環境学特論 荒井 DA10 修士 後期 2 
海洋生態学特論 山下，益田 DA22 修士 前期集中 2 
海洋生物環境学演習1 荒井，市川，小林 DB38 修士1回生 通年 3 
海洋生物環境学演習2 荒井，市川，小林 DB39 修士2回生 通年 3 
里海生態保全学演習1 山下，益田，甲斐，鈴木 DB50 修士1回生 通年 3 
里海生態保全学演習2 山下，益田，甲斐，鈴木 DB51 修士2回生 通年 3 
海洋生物環境学専攻実験1 荒井，市川，小林 DC38 修士1回生 通年 6 
海洋生物環境学専攻実験2 荒井，市川，小林 DC39 修士2回生 通年 6 
里海生態保全学専攻実験1 山下，益田，甲斐，鈴木 DC50 修士1回生 通年 6 
里海生態保全学専攻実験2 山下，益田，甲斐，鈴木 DC51 修士2回生 通年 6 
 
大学院農学研究科 地域環境科学専攻 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
環境保全の理念と実践 清水，ラヴァルニュ EA38 修士 前期 2 
多様性保全の法政策 清水，ラヴァルニュ EA39 修士 後期 2 
 
大学院理学研究科 生物科学専攻（動物学系） 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
海洋生物学特論 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8040 修士 前期 2 
動物系統解析特論A 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8129 修士 前期 2 
動物系統解析特論B 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8130 修士 後期 2 
統合生命科学 原村ほか 9117 修士 後期 2 
海洋生物学ゼミナールA 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8133 修士1回生 前期 2 
海洋生物学ゼミナールB 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8134 修士1回生 後期 2 
海洋生物学ゼミナールC 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8135 修士2回生 前期 2 
海洋生物学ゼミナールD 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 8136 修士2回生 後期 2 
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大学院地球環境学舎 環境マネジメント専攻 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
環境マネジメントセミナーB 教員全員（鈴木ほか） 3008 修士 前期集中 1 
地球資源・生態系管理論 山下ほか 3103 修士 前期 2 
里海学 山下 3273 修士 後期前半 1 
里域植生保全論 梅本 3563 修士 前期集中 2 
流域・沿岸域統合管理学  山下，清水，吉積 4515 修士 前期 2 
沿岸の環境保全 横山 4517 修士 後期後半 1 
海洋生態系と生物多様性 ラヴァルニュ 4518 修士 前期後半 1 
森里海連環の理論と実践 横山，清水，吉積ほか 4521 修士 前期後半 1 
 
大学院人間・環境学研究科（共生社会環境論） 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
地域環境リーダー論 吉積 K024000 修士 前期 2 





講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
森林基礎科学I 吉岡ほか E103 1回生 前期 2 
森林基礎科学IV 德地ほか E106 1回生 後期 2 
森林育成学 德地，長谷川，伊勢，嵜元 E128 3回生 後期 2 
森林植物学 安藤 E129 3回生 前期 2 
森林資源管理学 舘野，坂野上 E130 3回生 後期 2 
森林環境学 吉岡，中島 E131 3回生 後期 2 
森林科学実習IV 德地，安藤，嵜元，坂野上ほか E214 2回生 後期 1 
森林総合実習及び実習法 安藤，長谷川，中島，嵜元，坂野上ほ
か 
E221 3回生 前期 2 
研究林実習II 伊勢，（德地）ほか E238 3回生 後期集中 1 
研究林実習III 舘野，中西ほか E239 3回生 前期集中 2 
研究林実習IV 舘野，中西ほか E240 3回生 後期集中 2 
課題研究 吉岡，德地，安藤，長谷川，舘野，伊
勢，中島，嵜元，坂野上，中西 
E301 4回生  10 
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農学部 資源生物科学科 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
農学概論II 荒井ほか A102 1回生 後期 2 
資源生物科学概論B 山下ほか A106 2回生 後期 2 
海洋生物科学技術論と実習I 山下，荒井，益田，甲斐，鈴木，小林
ほか 
A205 2回生 前期集中 2 
海洋生物科学技術論と実習II 山下，益田，甲斐ほか A206 2回生 前期集中 2 
植物調査法と実習 梅本ほか A208 2回生 前期集中 2 
海洋生物環境学 荒井 A223 3回生 前期 2 
海洋生物生態学 山下，益田，甲斐，鈴木ほか A224 3回生 前期 2 
資源生物科学専門外書講義I（海洋
生物G） 
荒井ほか A236 3回生 前期 2 
資源生物科学実験及び実検法I 資源生物科学科教員（小林ほか） A238 3回生 前期 6 
資源生物科学実験及び実検法II 資源生物科学科教員（小林ほか） A239 3回生 後期 6 
海洋生物科学技術論と実習IV 山下，荒井，益田，甲斐，鈴木 A258 2回生 後期集中 2 
海洋生態系学 市川 A307 3回生 後期 2 
海洋生物資源学演習 荒井，小林 A512 4回生 通年 2 
 
理学部 生物科学科 
講義名 担当教員 科目 対象 開講期 単位 
海洋生物学 朝倉，久保田，宮﨑，原村 2705 2回生以上 前期 2 
無脊椎動物学 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 2708 2回生以上 後期 2 
臨海実習第1部 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 2733 2回生以上 前期集中 2 
生物学セミナーB 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 3761 3回生以上 後期 2 
臨海実習第2部 朝倉，久保田，宮﨑，大和，中野 3767 3回生以上 前期集中 2 





修士 立岩 沙知子 草本群落の植物種構成とバイオマスが土壌中の硝酸態窒素濃度に与える影響 
学士 坂井 晃人 火山ガスが噴出する北海道の硫黄山付近における酸性化土壤の化学性と微生物群集 
学士 安松 亮 森林集水域内の渓流水中における溶存有機炭素及び硝酸態窒素濃度の形成要因 
（森林育成学分野） 
修士 渡邊 優美 大径材搬出における素材生産作業システムの選択 
修士 田宮 優大 林相が水棲底生動物群集に及ぼす影響：水棲底生動物群集の種多様度指数からみた渓畔林
に関する考察 
修士 横部 智浩 ヒノキ林土壌における真菌，細菌バイオマスと窒素動態の季節的変動の関係 
学士 齋藤 英梨子 森林施業プランナーがフォレスターに求める業務とプランナーの属性の関係 
学士 柏木 孝太 植生・土壌タイプ・窒素負荷程度が異なる森林土壌の窒素・リン動態 
（海洋生物環境学分野） 
修士 曽我部 共生 丹後海にスズキ仔稚魚の成育場の利用特性 
学士 生田 健吾 山形県鳥海山沿岸における海底湧水の定量化および低次生産への影響評価 
学士 鈴木 勇人 産卵北限海域におけるスズキ仔稚魚の初期減耗要因に関する研究 
学士 安江 功明 十和田湖におけるヒメマスの鉛直移動の日周・季節変動解析 
論文博士 森下 丈二 海洋生物資源の保存管理における科学と国際政治の役割に関する研究： 
  捕鯨問題と公海生物資源管理問題を巡る議論の矛盾と現実 
（里海生態保全学分野） 
博士 秋山 諭 沿岸砂浜域におけるニホンハマアミOrientomysis japonicaの個体群動態に関する研究 
修士 堀内 智矢 環境DNAを用いた海産魚類の生物量推定に関する基礎的研究 
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修士 政友 明秀 丹後海におけるスズキ卵・浮遊仔魚の分布と生残 
修士 三簾 仁志 地盤沈下と津波により誕生した塩性湿地における海藻・海草上の小型甲殻類群集 
（基礎海洋生物学分野） 
課程博士 Zakea Sultana Comparative morphological and molecular phylogenetic studies on divergence and differentiation 
of two closely-related intertidal hermit crabs, Pagurus lanuginosus and Pagurus maculosus 
(Crustacea: Anomura: Paguridae) 
修士 中町 健 Life history of a littoral isopod, Dynoides dentisinus (Crustacea: Peracarida), with record of the two 










科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位 
流域・沿岸域統合管理学 山下 洋*ほか 01 前期 地球環境学舎 2 
森里海国際貢献学I 教育ユニット教員 02-1 前期 
教育ユニット 
1 
森里海国際貢献学II 教育ユニット教員 02-2 後期 1 
 
（履修推奨科目） 
科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位 
インターンシップ 教育ユニット教員 03 通年(随時) 
教育ユニット 
2 
森里海特別研究 教育ユニット教員 04 通年 2 
 
（選択科目） 
科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位 
総
合 






柴田 昌三*，山下 洋* 
13 前期 2 
環境倫理・環境教育論 シンガー ジェーン，
ショウ ラジブ  
14 前期 2 
発展途上国における強制移住 シンガー ジェーン 15 前期前半 1 
環境管理リーダー論 
(環境リーダー論A) 藤井 滋穂ほか 
19 前期後半 1 
サステナ最前線 
（サステナビリティ学最前線） 森 晶寿 
20 前期 2 




（社会制度論1） 佐野 亘 
23 前期 2 
森里海に関する公共政策の評価I 
（社会環境制度評価論1） 浅野 耕太* 
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科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位 
森 







 32 前期後半 1 




森林育成学（森林育成学特論II） 安藤 信，伊勢 武史 34 後期 2 
森林管理のための生態系生態学（森
林情報学特論II） 舘野 隆之輔 
35 後期集中 2 
森林保水力と林業の役割（森林水文
学特論） 谷 誠 
40 前期 農学研究科 
（地域環境科学専攻） 
2 







 51 前期前半 
地球環境学舎 
1 


















56 後期 2 
農村計画論（農村環境計画論） 星野 敏*
 57 前期 2 
土壌学（土壌学特論） 舟川 晋也，渡邊 哲弘 58 後期 2 




宮下 英明 71 後期 人間・環境学研究科 2 
里海学 山下 洋* 73 後期前半 
地球環境学舎 
1 




75 前期後半 1 
海洋生物環境学（海洋生物環境学特
論） 
荒井 修亮 76 後期  2 
海洋環境の法と政策 
（応用生物科学特別講義VII） 






八木 信行 78 前期集中 1 
海洋生物の生理生態学概論（海洋資
源生物学特論） 
田川 正朋 79 後期 2 
海洋分子微生物学（海洋分子微生物
学特論） 
左子 芳彦 82 前期 2 
 
（英語スキルアップ講座） 
科目名 担当教員 科目コード 開講期 提供部局 単位 
英語スキルアップ講座 （外部講師） － 6月～7月 教育ユニット － 
 
（科目名欄の（ ）内は，提供部局における科目名称） 
（担当教員欄の * はユニット所属教員，それ以外はユニット協力教員） 
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科目名 担当教員 実習期間 日数 学生数 学生の所属等 
発展生物学実習 朝倉，久保田，宮﨑，
大和，中野 
2015-08-06/12 7 2 日本大学，京都大学 
自由課題研究 朝倉，久保田，宮﨑，
大和，中野 
2015-08-28/09-04 8 1 近畿大学 
海産無脊椎動物分子系統学実習 朝倉，久保田，宮﨑，
大和，中野 



























2015-08-18/23 6 5 岡山理科大学(3)，東海大学，
九州大学 
海洋生物科学実習II 益田，甲斐，鈴木 2015-08-23/28 6 5 名城大学，三重大学(3)，九
州大学 






2016-03-13/18 6 3 筑波大学(2)，立命館大学 
  
人と自然のつながりを学ぶ森林フィールド教育共同利用拠点（芦生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地） 
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◆他大学・各種学校の講義・実習 
 （高校生以下を対象とする講義などは，(6)社会貢献活動 参照） 
 
森林生態系部門 
吉岡 崇仁 奈良教育大学「生態科学特論」 
長谷川 尚史 京都府立林業大学校「高性能林業機械作業システム（車両系）」 
 高知県立林業学校短期課程「木材の安定供給に向けて～川中側の視点から～」 
舘野 隆之輔 鳥取大学乾燥地研究センター「乾燥地生態系の物質循環」 
 酪農学園大学「生態環境総合実習」 
中島 皇 京都教育大学「栽培と飼育の実践II－いのちを育み，慈しむ－」 
里域生態系部門 
益田 玲爾 岐阜大学「臨海実習」 
海洋生態系部門 
荒井 修亮 放送大学学園「海と海の生き物」 
 放送大学学園「海洋生物情報学」（面接授業担当） 




宮崎 勝己 大阪教育大学「臨海実習」 
 奈良教育大学「野外実習A- II」 
 奈良教育大学「動物系統学」（集中講義） 
 紀南看護専門学校「生物学」 
大和 茂之 関西学院大学「臨海実習」 
 紀南看護専門学校「生物学」 
 滋賀県立大学「環境学野外実習I・II・III」 
中野 智之 紀南看護専門学校「生物学」 
森里海連環学教育ユニット 
吉積 巳貴 立命館大学「国際環境政策論」 
 龍谷大学「アジアの地域・都市政策」 
長谷川 路子 神戸国際大学「環境経営学」 
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吉岡 崇仁 日本生態学会：近畿地区委員 
 日本陸水学会・田中賞・吉村賞選考委員 
徳地 直子 日本森林学会：評議員 
 日本生態学会：関西支部会評議員 




舘野 隆之輔 一般社団法人 日本森林学会：英文誌編集委員 
伊勢 武史 日本学術会議：日本学術会議委員（iLEAPS小委員会委員），（Clic小委員会委員） 
里域生態系部門 
山下 洋 水産海洋学会：副会長 
 日本水産学会：財務担当理事，学会賞選考委員，東日本大震災災害復興支援検討委員会委員 
益田 玲爾 日本水産学会：シンポジウム企画委員会委員，編集委員会委員，国際交流委員会委員 
梅本 信也 日本雑草学会：社会福祉部会委員 
甲斐 嘉晃 日本魚類学会：評議員，編集委員長，学会賞選考委員，50周年記念シンポジウム実行委員会 
鈴木 啓太 水産海洋学会：編集委員会委員 
海洋生態系部門 
朝倉 彰 国際甲殻類学会 The Crustacean Society (USA) : TCS-Carcinological Society of Japan Liaison Officer 
 日本甲殻類学会：会長，国際誌Crustacean Research編集委員長 
 日本ベントス学会： Editorial Board, Plankton&Benthos Research 
荒井 修亮 日本バイオロギング研究会：会長 
 海洋理工学会：会長 
 日本水産学会：理事，近畿支部長，学会賞選考委員，日本水産学会創立85周年記念事業委員会委員 
久保田 信 漂着物学会：学会誌編集委員 
宮崎 勝己 日本節足動物発生学会：編集委員 
大和 茂之 南紀生物同好会：編集委員 
中野 智之 軟体動物多様性学会：会長，会紙編集委員 
小林 志保 日本水産学会：近畿支部幹事 
市川 光太郎 日本水産学会：企画広報委員会委員 
 5th ASA/ASJ Joint Meeting in Hawaii 2016におけるBehavioral Response Studiesセッションのオーガナイザー 




清水 夏樹 農村計画学会：学術交流委員会委員 
 日本環境共生学会：学術・編集委員 
 農業農村工学会：農村計画研究部会研修集会担当役員 
吉積 巳貴 都市計画学会：関西支部研究発表委員 
白眉センター 




德地 直子・舘野 隆之輔・中西 麻美 
 年月日：2016年3月23日 
 受賞者名：Rieko Urakawa ･ Nobuhito Ohte ･ Hideaki Shibata ･ Ryunosuke Tateno ･ Takuo Hishi ･ Keitaro 
Fukushima ･ Yoshiyuki Inagaki ･ Keizo Hirai ･ Tomoki Oda ･ Nobuhiro Oyanagi ･ Makoto Nakata ･ 
Hiroto Toda ･ Tanaka Kenta ･ Karibu Fukuzawa ･ Tsunehiro Watanabe ･ Naoko Tokuchi ･ Tatsuro Nakaji ･ 
Nobuko Saigusa ･ Yukio Yamao ･ Asami Nakanishi ･ Tsutomu Enoki ･ Shin Ugawa ･ Atsushi Hayakawa ･ 
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Ayumi Kotani ･ Megumi Kuroiwa ･ Kazuo Isobe. 
 授賞内容：「Biogeochemical nitrogen properties of forest soils in the Japanese archipelago」（日本生態学会，第
16回Ecological Research論文賞） 
里域生態系部門 
山下 洋 年月日：2015年10月30日 
授賞内容：日本学術振興会 平成27年度「科研費」審査委員の表彰 
鈴木 啓太・山下 洋 
 年月日：2015年12月13日 
受賞者名：曽我部 共生・笠井 亮秀・鈴木 啓太・山下 洋・荒井 修亮・鈴木勇人 
 授賞内容：「丹後海舞鶴湾におけるスズキ稚魚の成育場の利用特性」（日本水産学会近畿支部後期例会，
優秀発表賞） 
益田 玲爾 年月日：2016年3月24日 
受賞者名：徐 寿明・村上 弘章・坂田 雅之・益田 玲爾・山本 哲史・源 利文 
 授賞内容：「環境DNAの断片長による見た目の分解速度の違い」（第63回日本生態学会大会，最優秀賞
ポスター賞） 




荒井 修亮・市川 光太郎  
 年月日：2015年12月13日 
受賞者名：高木 淳一・市川 光太郎・荒井 修亮・宮本 佳則・内田 圭一・小路 淳・三田村 啓理 
授賞内容：「複数同時観察可能な魚類モニタリングシステムの開発—ホシササノハベラの帰巣行動観察—」
（日本水産学会近畿支部後期例会，優秀発表賞） 
荒井 修亮 年月日：2015年12月13日 
受賞者名：曽我部 共生・笠井 亮秀・鈴木 啓太・山下 洋・荒井 修亮・鈴木勇人 
 授賞内容：「丹後海舞鶴湾におけるスズキ稚魚の成育場の利用特性」（　日本水産学会近畿支部後期例会，
最優秀賞優秀発表賞） 
荒井 修亮・木村 里子 
 年月日：2015年5月14日 
 受賞者名：Kimura Satoko ･ Akamatsu Tomonari ･ Dong Lijun ･ Wang Kexiong ･ Wang Ding ･ Shibata 
Yasutoki ･ Arai Nobuaki. 








吉岡 崇仁 京都府南丹広域振興局：芦生地域有害鳥獣対策協議会委員 
 全国大学演習林協議会：理事 










安藤 信 公益財団法人阪本奨学会：理事 
 京都市：京都市森づくりアドバイザー 
 京都伝統文化の森推進協議会：京都伝統文化の森推進協議会委員，専門委員 
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長谷川 尚史 京都府：平成27年度京都林業ルネサンスプラン検討委員会座長 
 STIHLの森京都，京都府林業大学校：「林業の星」ステップアップ制度検討会座長 
 住友林業株式会社：平成27年度「森林クラウドシステム標準化検討ワーキンググループ」委員 





舘野 隆之輔 標茶町：標茶町林業推進協議会委員 










 社団法人 滋賀県造林公社：理事 
中西 麻美 奈良県：公共事業評価監視員会委員 
 特定非営利活動法人森林再生支援センター：理事 
里域生態系部門 












益田 玲爾 京都府農林水産部水産課：京都海区漁業調整委員会 委員 京都府水産事務所 
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原村 隆司 国際サンゴ礁研究･モニタリングセンター：八重山地域オオヒキガエル等防除対策会議アドバイザー 
森里海連環学教育ユニット 





吉積 巳貴 滋賀県：環境審議会 委員 
 神戸市：道の懇談会 委員 





吉岡 崇仁 島根県立吉賀高校公開講座において，講演「人と自然のつながり：森里海の連環」（社会人も対象） 
長谷川 尚史 有田中央高校清水分校：SIMIZUタイム（森林ウォーク）講師（和歌山研究林・有田中央高校清水分校） 





坂野上 なお 美山っ子グリーンワールド（南丹市美山町内小学校野外学習）講師（芦生研究林）, 2015-05-29 
中西 麻美 京都府立西舞鶴高等学校：平成27年度中高生の科学研究実践活動推進プログラム事業における派遣講師
（舞鶴水産実験所，西舞鶴高校ほか）, 2015-06-20,07-23/24,09-19 
 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎：SSH事業 講師（聰山美術館（南丹市美山町））, 2015-08-17 




益田 玲爾 京都府教育委員会 子どもの知的好奇心をくすぐる体験授業-京都大学と京都府教育委員会との連携事業 
講師（宮津高校）,2015-07-16 
 京都教育大学附属高校 臨海実習講師（舞鶴水産実験所）,2015-07-27 
 舞鶴市海辺の生き物観察会 講師（舞鶴市小橋海岸）,2015-07-31 
 舞鶴市池内川水辺の生き物観察会 講師（舞鶴市池内川）,2015-08-07 
 福井県立若狭高校 臨海実習講師（舞鶴水産実験所）,2015-08-17 












澤田 英樹 京都府立海洋高等学校：ナマコ養殖技術に関する講演（京都府立海洋高等学校）,2016-02-25 
海洋生態系部門 
久保田 信 滋賀県立膳所高等学校第46回生物実習旅行：講師, 2015-07-21/24 
 福井県立武生高校SSH・講師, 2015-08-01/03 
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市川 光太郎 Japan-UK Young Scientist Workshop -（京都大学）,2015-08-03/07 
 京都大学「科学体系と創造性がクロスする知的卓越人材育成プログラム」（2015年度基盤コース後期）（京
都大学）, 2015-11-21 










大和 茂之 和歌山県立日高高校SSH・講師（瀬戸臨海実験所・水族館）, 2015-05-21,22 
 和歌山県高等学校文化連盟・講師（瀬戸臨海実験所・水族館）2015-06-6/7, 20/21 
中野 智之 奈良県立奈良高等学校・講師（瀬戸臨海実験所）,2015-07-26/27 
 滋賀県立膳所高等学校・講師（瀬戸臨海実験所）,2015-07-21/24 
 大阪府立豊中高等学校・講師（瀬戸臨海実験所）,2015-12-28/29 


















徳地 直子 上賀茂試験地「春の自然観察会」, 2015-04-18 
 フィールド研公開講座において，講演「森がつくる川の水質」(京大ウィークス)（芦生研究林）, 2015-10-17 
 上賀茂試験地「秋の自然観察会」, 2015-11-07 
長谷川 尚史 吉野林業研修会講師（川上村森林組合）, 2015-04-16 










舘野 隆之輔 ミニ公開講座「自然観察会」(京大ウィークス)（北海道研究林白糠区）, 2015-10-17 
 総合技術部・京都大学技術職員研修（第4専門技術群：生物・生態系）における講師, 2016-03-08 
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 NHK京都「京いちにち ニュース630」において，10月17日の芦生研究林一般公開について紹介,2015-09-30 
 NHK関西「ぐるっと関西おひるまえ」で10月17日の芦生研究林一般公開について紹介,2015-10-01 
 芦生研究林シンポジウム「森とアートの接合面」企画（旧演習林事務室棟ラウンジ）,2015-10-12 











嵜元 道徳 上賀茂試験地「春の自然観察会」,2015-04-18 
 上賀茂試験地「秋の自然観察会」,2015-11-07 















益田 玲爾 NHK「ニュース7」において，取材を受けた「水を調べれば生き物が分かる 環境ＤＮＡ－生息数の把握
にも応用の可能性」が放送（舞鶴水産実験所）,2015-05-09 
 とっておきの舞鶴体験講座 講演「舞鶴と若狭の海～多様性の秘密～」（舞鶴市中央公民館）,2015-06-06 
 中地区いきいきセミナー 講演「お魚の話：四季折々の生態と調理法」（舞鶴市中央公民館）,2015-07-09 
 百合の樹会講演「舞鶴の海と魚とその調理法」（舞鶴水産実験所）,2015-07-14 
 アースウォッチジャパン 講演 Post-tsunami recovery of fish community revealed by underwater visual census
（潜水目視調査から見た津波後の魚類群集の回復）（舞根森里海研究所）,2015-07-26 
 水路記念日 講演会「魚の目で見た海の豊かさの秘密 －若狭湾と気仙沼潜り比べ」（舞鶴市商工観光セン
ター）,2015-08-23 









甲斐 嘉晃 海の民学舎 講演（京都府宮津市）, 2015-06-18 
海洋生態系部門 
朝倉 彰 日本テレビ「世界一受けたい授業」に出演, 2015-11-28 
 読売テレビ「マヨなか笑人」に水族館館長として出演, 2016-03-18深夜 
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久保田 信 西牟婁郡教育委員会連絡協議会（平成27年度初任者研修）講師, 2015-08-04 
 白浜水族館 研究者と飼育係のこだわり解説ツアー・バックヤードツアー（瀬戸臨海実験所） 
 白浜水族館「海の中まで白浜をしっちゃおう！」解説ツアー（瀬戸臨海実験所） 
 白浜水族館 「海の生き物何でも相談会」講師（瀬戸臨海実験所） 
 瀬戸海洋生物学セミナー 企画責任者 
 FM白浜ビーチステーション「クラブまちかどまちね」にラジオ出演,2016-01-31,02-13,02-20,03-19 
 日本テレビ「ズームイン！！サタデー」に出演 ,2015-11-17  
 NHK和歌山「あすのWA!」において，取材を受けたコーナー「わびたび：白浜駅編」が放送 ,2015-6-8 
宮崎 勝己 瀬戸臨海実験所「施設見学会」（京大ウィークス）, 2015-10-31 




























山下 洋 スーパーグローバル大学創成支援事業（ジャパンゲートウェイプログラム） 部局間協定の打ち合わせ（フ




荒井 修亮 The 3rd International Conference on Fish Telemetry（第3回国際魚類テレメトリー会議）で発表（カナダ 
Dalhousie Ocean Sciences Building, 2015-07-12/19） 
久保田 信 The 8th Hydrozoan Society Workshop 第8回ヒドロ虫類学会ワークショップに参加（イタリア Ischia Island, 
2015-06-18/29） 
 The 12th Annual International Conference & Workshop of The Egyptian Society of Experimental Biology で講演
（エジプト カイロ大学, 2016-02-24/03-06） 
市川 光太郎 The 17th MIPA International Seminar on Basic Science for Sustainable Marine Development で発表（インドネシ
ア パティムラ大学, 2015-05-31/06-07） 
 The 3rd International Conference on Fish Telemetry(第3回国際魚類テレメトリー会議）で発表（カナダ 
Dalhousie Ocean Sciences Building, 2015-07-12/19） 
木村 里子 The 12th International Conference on Theoretical and Computational Acoustics (ICTCA 2015) （中国 Yuanzheng 
Qizhen Hotel (圆正启真宾馆), Hangzhou, Zhejiang, China, 2015-10-12/14） 
 The 4th International Workshop on Tropical Biodiversity and Conservation（マレーシア マレーシア科学大学,
タマンネガラ国立公園, 2015-09-07/15） 
 Vth International Wildlife Management Congress 2015  Symposium 37.Non-visual observation of marine 
mammals using innovative technology（札幌, 2015-07-27/30） 
白眉プロジェクト 
原村隆司 Behaviour2015 国際学会に参加,ケアンズでオオヒキガエル調査（オーストラリア Cairns Convention Center,
シドニー大学フォッグダム研究所 , 2015-08-08/19） 
森里海連環学教育ユニット 
清水 夏樹 The 3rd international symposium on "Formulation of the Cooperation Hub for Global Environmental Studies in the 
Indochina Region" に参加および循環型農業に関するインタビュー調査（ベトナム, 日本, ダナン大学, 
Green Hotel, フェ周辺, ホーチミン市1区, 2015-07-23/30） 
吉積 巳貴 The 3rd EnvironmentAsia International Conference on "Towards International Collaboration for an 
Environmentally Sustainable World" で発表（タイ Montien Riverside Hotel, 2015-06-16/20） 
 The 3rd international symposium on "Formulation of the Cooperation Hub for Global Environmental Studies in the 
Indochina Region" および "The 10th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration in the 
Indochina Region"へ参加，及び発表（ベトナム, 日本, ダナン大学, Green Hotel, フェ周辺, Thuan Phuco区
役所, 国連大学, 2015-07-27/08-03） 
 国際都市計画シンポジウムにおいて発表（韓国 世宗コンベンションセンター, 2015-08-20/21） 
 International Symposium of global collaboration on Education, Research and Business in Environmental Studies 
and International Workshop for Implementation of global collaboration on Education, Research and Business in 
Environmental Studiesにて発表（京都 京都大学, 2015-12-11/14） 
 森里海連環学教育ユニット国際セミナー企画，及びコーディネーター（京都 京都大学, 2016-01-24） 
 Seminar on Establishing and Enhancing the local community’s environmental capacity by educational programme 
for sustainable development，講演「Introduction of the Project on Education for sustainable development」（ベト
ナム "Da Nang People’s Committee Da Nang Union of Science & Technolology Association ", 2016-03-09） 
Edouard Lavergne   The 3rd international symposium on "Formulation of the Cooperation Hub for Global Environmental Studies 
in the Indochina Region" および "The 10th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration 
in the Indochina Region"へ参加（ベトナム ダナン大学, Green Hotel, フェ周辺 , 2015-07-26/31） 
International Symposium of Global Collaboration on Education, Research and Business in Environmental Studies. 
GSGES Kyoto University, Japan. coordinator with the French delegation. (2015-12-11/14)  
International Education and Research Collaboration on CoHHO studies (Vietnam–France–Japan), co-organizer. 
(Kyoto University, 2016-01-25/26) 
梅谷 佳菜子 The 3rd international symposium on "Formulation of the Cooperation Hub for Global Environmental Studies in the 
Indochina Region" および "The 10th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration in the 
Indochina Region"へ参加（ベトナム, ダナン大学, Green Hotel, フェ周辺, 2015-07-23/08-02） 
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徳地 直子 森林および河川調査，研究打ち合わせ（ミャンマー University of Forestry Yezin 及び周辺の森林, チョイ
チーヨー周辺, 林業大学, 2015-04-22/05-08） 
安藤 信 森林調査および森林育成学に関する資料収集（オーストラリア スプリングブルック国立公園, ブリスベ
ン植物園, デインツリー国立公園, キュランダ州立森林公園, チャールズダーウィン国立公園, リッチフ
ィールド国立公園, カカドゥ国立公園, 2015-08-26/09-08） 
舘野 隆之輔 森林調査・実験および大学院生へ研究指導（中国 中国科学院水土保持研究所, 永寿試験地, 公路山試験
地, 安塞試験地, 2015-06-22/07-02） 
 森林調査・実験および大学院生へ研究指導（中国 中国科学院水土保持研究所,永寿試験地, 公路山試験地, 
2015-09-21/10-03）  
海洋生態系部門 
荒井 修亮 メコン大ナマズの水中音響調査およびプロジェクト研究打ち合わせ（タイ ゲンクラチャン湖,タイ王国水
産局,京都大学アセアン拠点, 2015-12-19/23） 
市川 光太郎 ジュゴンの音響観察調査（マレーシア ジョホール州ティンギ島周辺海域 , 2015-08-19/09-11） 
中野 智之 共同研究の打ち合わせ（韓国 梨花女子大学, 2016-01-18/20） 
白眉プロジェクト 
原村 隆司 リュウキュウカジカガエルに関する共同研究および情報収集（米国 ユタ州立大学 ,2015-11-03/13） 
森里海連環学教育ユニット 
清水 夏樹 森里海連環学に即した環境保全活動・環境教育の実践に関するヒアリング調査等（台湾, 社団法人雲林県
生態保育協会, 国立中興大学生物産業管理研究所, 国立雲林科技大学, 2015-09-19/22） 
 バイオガス・木質バイオマス・熱供給・蓄熱・小規模シュタットヴェルケを視察し，森里海連環学に関
する情報収集等（ドイツ NRW州水素燃料電池ネットワーク, ヴィッパタール・シュタットヴェルケ, ヴ
ァーチャル発電所モデル実施会社等, 2015-11-01/08） 
吉積 巳貴 研究打ち合わせおよびワークショップ開催（ベトナム フエ農林大学, フエ科学大学, ダナン大学, 
2015-10-04/09） 
 ダナンおよびフエ近郊で聞き取り調査および資料収集，ダナン大学およびフエ農林大学にて研究打ち合
わせ（ベトナムダナン大学, フエ農林大学, フエ科学大学, 2016-03-05/12） 
黄 琬惠 The 3rd international symposium on "Formulation of the Cooperation Hub for Global Environmental Studies in the 
Indochina Region" および "The 10th Inter-University Workshop on Education and Research Collaboration in the 
Indochina Region"へ参加（ベトナム ダナン大学, Green Hotel, フエ周辺, 2015-07-26/08-02） 
 流域管理に関する調査会議に参加，現地でヒアリング調査を実施，森里海連環学に基づく農業経営・農
村計画に関する教育研究活動について情報交換（台湾 台湾大学, 国家図書館ほか, 2015-09-09/27） 
 University of Brawjayaにて研究打ち合わせ，現地調査・周辺住民に対しアンケート調査・質問調整（インド







小林 志保 森里海連環学に関する研究の情報収集（アメリカ ウッズホール海洋研究所, 2016-01-21/24） 
森里海連環学教育ユニット 
Edouard Lavergne    森里海連環学教育プログラムに関するインターンシップ学生の巡回指導（フランス Universty of 
Western Brittany European Institute of marine -，National Research Institute of Science and Technology for 




時 偉宇／（中国 中国科学院地球環境研究所, 2015-10-20/2016-08-19,受入教員：舘野 隆之輔） 
里域生態系部門 
尹 良湖／（韓国 全南大学海洋技術学部 教授, 2015-12-02/2016-01-31 ,受入教員：山下 洋） 
Ooi Jillian Lean Sim／（マレーシア マラヤ大学 上級講師, 2015-09-14/10-29 ,受入教員：山下 洋） 
Zhou Jin／（中国 East China Sea Fishery Research Institute,Chinese Academy of Fishery Sciences Associate professor, East China 
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Sea Fishery Research Institute,Chinese Academy of Fishery Sciences ・  Associate professor, 2016-03-01/ 
2017-02-28 ,受入教員：山下 洋） 
海洋生態系部門 
Louisa Ponnampalam／（マレーシア マレヤ大学 講師, 2016-03-15/18, 受入教員：市川 光太郎） 
森里海連環学教育ユニット 
Le Van Bao Duy／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（ベトナム フエ農林大学 講師, 2016-01-23/27, 受入教
員：吉積 巳貴） 
Ngo Tung Duc／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（ベトナム フエ農林大学 講師, 2016-01-23/27, 受入教
員：吉積 巳貴） 
Pham Huu Ty／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（ベトナム フエ農林大学 副研究科長, 2016-01-23/27, 受
入教員：吉積 巳貴） 
Hoang Hai／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（ベトナム ダナン大学 国際交流部長 国際交流部長, 
2016-01-23/27, 受入教員：吉積 巳貴） 
Nguyen Ngoc Tung／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（ベトナム フエ科学大学 建築学科 副学長, 
2016-01-23/27, 受入教員：吉積 巳貴） 
Le Anh Tuan／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（ベトナム  ベトナム文化・芸術研究所  副所長 , 
2016-01-23/27, 受入教員：吉積 巳貴） 
PAILLARD Christine Monique Marthe／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（フランス ブレスト大学 IUEM 
教授, 2016-01-23/29, 受入教員：Edouard Lavergne） 
Raux Pascal Hubert／森里海連環学教育ユニット国際セミナーに参加（フランス  ブレスト大学  IUEM 研究員 , 









谷 鑫（ゴウ シン） 私費留学生（中国，吉岡 崇仁, 農学研究科） 
Ei Thandar Bol 国費留学生（ミャンマー，德地 直子, 農学研究科） 
里域生態系部門 
蒋 薇（ジャン ウェイ） 国費留学生（中国，山下 洋,  農学研究科） 
Omweri Ooga Justus 国費留学生（ケニア，山下 洋, 地球環境学舎） 
Kenneth Ramsey Kassem 私費留学生（米国, 山下 洋, 地球環境学舎） 
海洋生態系部門 












開催日時・場所 10月20～23日 附帯施設演習林ほか 




開催日時・場所 10月25～28日 屋久島環境文化研修センター 
参加者 岸本 泰典・岡部 芳彦 
 
第42回 国立大学法人 臨海・臨湖実験所・センター技術職員研修会議 
主催 筑波大学下田臨海実験センター 
開催日時・場所 10月28～30日 筑波大学下田臨海実験センター 




開催日時・場所 11月24～27日 宇都宮大学農学部附属演習林 




開催日時・場所 2016年2月29日～3月2日 教育研究林 蒜山の森 




 11月18～19日 吉岡 歩・木本 恵周 
京都大学技術職員研修（第4専門技術群：生物・生態系）：生存圏研究所 材鑑調査室 
 7月24日 林 大輔・勝山 智憲・安藤 公・岡部 芳彦・木本 恵周・佐藤 修一 
京都大学技術職員研修（第6専門技術群：情報系）：京都大学学術情報メディアセンター南館・京都教育大学 
 12月9日 中村 はる奈（京都大学での講義のみ参加） 
京都大学技術職員研修（第1専門技術群：工作・運転系）：桂キャンパス Bクラスターほか 
 2016年3月7日 細見 純嗣 
京都大学技術職員研修（第4専門技術群：生物・生態系）：フィールド研北海道研究林標茶区ほか 





中型車自動車運転免許（8t限定解除） 古田 卓・奥田 賢 
大型特殊自動車運転免許 西岡 裕平 （以上，免許） 
第三級陸上特殊無線技士 井上 智志・古田 卓・安藤 公・奥田 賢 
 （無線従事者国家試験） 
毒物劇物取扱責任者 なし （毒物及び劇物取締法による資格） 
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高所作業車運転技能講習 太田 健一 
フォークリフト運転技能講習 なし 
玉掛け技能講習 木本 恵周 
小型移動式クレーン運転技能講習 なし 
はい作業主任者技能講習 なし （以上，労働安全衛生法による技能講習） 
自由研削用といしの取替え等の業務に係る特別教育 なし 
アーク溶接等の業務に係る特別教育 柳本 順 
伐木等の業務に係る特別教育 なし 
伐木（70cm未満）特別教育（チェーンソー） 木本 恵周 
小型車両系建設機械（整地等）の運転の業務に係る特別教育（3トン未満） 




クレーンの運転の業務に係る特別教育 なし （以上，労働安全衛生法による特別教育） 
振動工具取扱作業者安全衛生教育 なし 
刈払機取扱作業者安全衛生教育 木本 恵周 
震動工具（チェーンソー以外）安全衛生教育 藤井 弘明・木本 恵周 
 （以上，労働安全衛生法による安全衛生教育） 
第1種衛生管理者免許 勝山 智憲 （労働安全衛生法による免許） 
林内作業車を使用する集材作業に従事する者に対する安全教育 
なし （労働省通達による安全衛生教育等） 
Cカード（オープンウォーターダイバー） なし （スクーバダイビング技能認定） 
 
◆安全衛生に関する講習会等 
安全運転管理者講習 柴田 泰征・紺野 絡・上西 久哉 
危険物取扱者保安講習 山内 隆之・柴田 泰征・中川 智之・太田 健一・上西 久哉・






     4．資料
（1）職員配置表
平成28年 3月 1日現在
区分 教授 准教授 講師 助教 事務職員 技術職員 非常勤職員等
流動分野研究室 　荒井　修亮 　 市川 光太郎 　小林　志保 　正木　千秋
(研究員) 　伊藤　真保
◆木村　里子 阿部　朱音
■吉岡　崇仁 　 　中島　　皇 細尾　朋子
研究室 □山下　　洋 ＊清水　夏樹 ＊ラヴァルニュ ▼橋田理也子
















(研究林長) (掛長) ●紺野　　絡 山口サト子







(研究林長) (掛長) ［標茶区］    川村 由紀枝

















★吉岡　崇仁 中 島 皇 (再)秋田　　豊 石丸美由希




(実験所長) (主任) ○向　　昌宏 荻野　文代









(実験所長) (掛長) (兼)●加藤　哲哉 興田　道子
瀬戸臨海実験所 朝倉　　彰 　久保田　信 　宮﨑　勝己 　大和　茂之 本有健一郎 原田　桂太 河村真理子
　中野　智之 (専門職員) 山内　洋紀 松本　真代
＊原村　隆司 砂田　明展 山本　恒紀 竹内　寛彦
＊加賀谷勝史  菅野　隆道 (再)津越　健一 佐藤　　崇
(再)興田喜久男
(ユニット長[兼]) 安佛かおり
森里海連環学教育 山下　　洋 ◆清水　夏樹 ◆ラヴァルニュ ◆林　　晴夫 冨田　寿子
ユニット ◆横山　　壽 ◆吉積　巳貴 エドワルド　 ◆永田　裕美 長谷川路子
黄　　琬惠











































教育研究評議会 部局長会議センター代表部局 生態学研究センター 協議員会 
地球環境学堂・学舎 協議会 総合技術部 委員会 研究資源アーカイブ運営委員会 
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区分 氏名 所属・職名 
議長 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
1号 山下 洋 フィールド研 教授 
朝倉 彰 フィールド研 教授 
德地 直子 フィールド研 教授 
荒井 修亮 フィールド研 教授 
2号 渡辺 勝敏 理学研究科 准教授 
北山 兼弘 農学研究科 教授 
大澤 晃 地球環境学堂 教授 
高林 純示 生態学研究センター 教授 
本川 雅治 総合博物館 准教授 




区分 氏名 所属・職名 備考 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長  
2号 山下 洋 フィールド研 教授  
朝倉 彰 フィールド研 教授  
德地 直子 フィールド研 教授  
荒井 修亮 フィールド研 教授  
3号 森脇 淳 理学研究科 教授 理学研究科研究科長 
曽田 貞滋 理学研究科 教授  
宮川 恒 農学研究科 教授 農学研究科長 
冨永 達 農学研究科 教授 農学研究科附属農場長 
藤井 滋穂 地球環境学堂 教授 地球環境学堂長 
中村 裕一 学術情報メディアセンター 教授  
中野 伸一 生態学研究センター 教授  










区分 氏名 所属・職名 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
2号 益田 玲爾 フィールド研 准教授（舞鶴水産実験所長） 
3号 山下 洋 フィールド研 教授（舞鶴水産実験所） 
4号 田川 正朋 京都大学 農学研究科 准教授 
5号 渡邊 良朗 東京大学 大気海洋研究所 教授 
張野 宏也 神戸女学院大学 人間科学部 教授 
白山 義久 独立行政法人 海洋研究開発機構 理事 
富永 修 福井県立大学 海洋生物資源学部 教授 
小路 淳 広島大学 生物圏科学研究科 准教授 
三宅 崇 岐阜大学 教育学部 准教授 
 
瀬戸臨海実験所共同利用運営委員会 平成27年4月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
2号 朝倉 彰 フィールド研 教授（瀬戸臨海実験所長） 
3号 宮﨑 勝己 フィールド研 講師（瀬戸臨海実験所） 
4号 疋田 努 京都大学 理学研究科教授 
5号 仲岡 雅裕 北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター 教授 
和田 恵次 奈良女子大学 共生科学研究センター 教授 
西田 宏記 大阪大学 理学研究科 教授 
川井 浩史 神戸大学 内海域環境教育研究センター 教授 
深見 裕伸 宮崎大学 農学部 准教授 
白山 義久 独立行政法人 海洋研究開発機構 理事 
 
芦生研究林・北海道研究林・上賀茂試験地共同利用運営委員会 平成27年6月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
2号 伊勢 武史 フィールド研 准教授（芦生研究林長） 
舘野 隆之輔 フィールド研 准教授（北海道研究林長） 
德地 直子 フィールド研 教授（上賀茂試験地長） 
3号 長谷川 尚史 フィールド研 准教授 
4号 神崎 護 京都大学 農学研究科 教授 
5号 高原 光 京都府立大学 生命環境学研究科 教授 
板倉 豊 京都精華大学 人文学部 教授 
藤井 芳一 人間環境大学 環境教育センター 講師 
佐藤 拓哉 神戸大学 理学研究科 准教授 
小林 元 信州大学 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究
センター 准教授 










森里海連環学教育ユニット 運営協議会 平成27年4月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 山下 洋 フィールド研 教授 
2号 宮川 恒 農学研究科長 
高橋 由典 人間・環境学研究科長 
藤井 滋穂 地球環境学堂長 
吉岡 崇仁 フィールド研 センター長 
3号 星野 敏 農学研究科 教授 
浅野 耕太 人間・環境学研究科 教授 
舟川 晋也 地球環境学堂 教授 
荒井 修亮 フィールド研 教授 
 
森里海連環学教育ユニット 事業推進委員会 平成27年4月1日現在 
区分 氏名 所属・職名 
1号 山下 洋 フィールド研 教授 
2号 星野 敏 農学研究科 教授 
浅野 耕太 人間・環境学研究科 教授 
柴田 昌三 地球環境学堂 教授 
朝倉 彰 フィールド研 教授 
3号 横山 壽 ユニット 特定教授・フィールド研 連携教授 
清水 夏樹 ユニット 特定准教授・フィールド研 連携准教授 
吉積 巳貴 ユニット 特定准教授・フィールド研 連携准教授 







年月日 掲載面 掲載紙 タイトル 内容・キーワード等
2015年4月10日 9面 紀伊民報 白浜水族館を楽しむ　餌やり体験会など　親子連れら 白浜水族館
2015年5月1日 9面 紀伊民報 磯で採集体験 白浜で16日 白浜水族館
2015年5月5日 13面 紀伊民報 白浜　散策から学習まで 番所山公園 自然環境が人気 白浜水族館
2015年5月31日 4面 紀伊民報 マキバブラシノキ鮮やか　串本　京大紀伊大島実験所 紀伊大島実験所
2015年6月6日 14面 山口新聞 丸太切りコースター作り　鹿野中1年生が森林学習 徳山試験地
2015年6月8日 5面 日刊新周南 徳山試験地で間伐の大切さ　鹿野中生が京大連携講座 徳山試験地
2015年6月14日 朝刊35面 中国新聞 「養殖工夫し水質保全」 周南　京都大の横山教授講演 徳山試験地
2015年6月23日 11面 紀伊民報 畠島でフィールドワーク　県内高校 自然科学クラブの生徒
ら
瀬戸臨海実験所
2015年6月26日 1面 紀伊民報 側溝に大量のカブトエビ　白浜町才野　専門家「初めて目
撃」
瀬戸臨海実験所
2015年7月7日 朝刊25面 京都新聞 京大稲盛ホール 18日にシンポ　文明や経済などの視点で
海・里・森 現状を考える
フィールド研
2015年7月11日 6頁 リビング和歌山 水族館の裏側をのぞこう　大水槽の魚にエサやりも 白浜水族館
2015年7月16日 4面 紀伊民報 古座川合同調査　報告集第10巻作る　串本　京大紀伊大島実
験所
紀伊大島実験所
2015年7月20日 朝刊14面 読売新聞 人と自然のつながり・森里海の連環　陸の生態系　水から探
る
フィールド研
2015年7月24日 12面 紀伊民報 台風時季の過ごし方　水族館で磯魚観察 瀬戸臨海実験所
2015年7月26日 10面 紀伊民報 ブラマヨ吉田さん就任　白浜観光大使に 瀬戸臨海実験所
2015年8月14日 4面 紀伊民報 紀伊大島で聞き取り調査　京大大学院生が野外実習 紀伊大島実験所
2015年8月28日 4面 紀伊民報 京大生がフィールド調査　串本や古座川で 紀伊大島実験所
2015年9月7日 夕刊4面 朝日新聞 100年の天然林を歩く 京都・美山　樹木・生物 五感で味わ
う
芦生研究林
2015年9月9日 朝刊22面 京都新聞 針畑郷山村都市交流館「山帰来」　芦生研究林のガイドも 芦生研究林
2015年9月12日 4面 紀伊民報 植物の調査方法学ぶ　串本で京大生が実習 紀伊大島実験所
2015年9月26日 朝刊26面 京都新聞 由良川・桂川上中流域　府、国定公園計画を提出　芦生など
6万9000ヘクタール
芦生研究林













2015年10月2日 朝刊25面 産経新聞 京都大学白浜水族館「水族館の飼育体験」 白浜水族館
2015年10月12日 8面 紀伊民報 飼育体験イベント　17日、白浜水族館 白浜水族館
2015年10月16日 8面 京都大學新聞 芦生研究林シンポジウム　なぜ？自然に惹かれる理由 芦生研究林
2015年10月16日 4面 紀伊民報 黄色く小さく花咲く　串本　オオモクゲンジ 紀伊大島実験所






読売家庭版 西日本有数のリゾート地 南紀白浜 白浜水族館
2015年11月10日 朝刊29面 朝日新聞 体験通じて 科学する心　西舞鶴高校 理数探究科の硏究 最
優秀に
舞鶴水産実験所
2015年11月16日 地域23面 京都新聞 文化・自然 融合ユニーク　環境審委員ら 国定公園指定へ視
察
芦生研究林







2015年11月21日 1面 紀伊民報 京大水族館　ミナミゾウリエビ初展示 白浜水族館
2015年11月29日 11面 紀伊民報 畠島の歴史学ぶ　白浜 京大実験所　現地見学会に20人 瀬戸臨海実験所
2015年12月4日 夕刊4面 京都新聞 大動脈の面影　現役トロッコ道　芦生森林軌道 芦生研究林
2015年12月4日 15面 紀伊民報 飼育体験しませんか　12日、京大白浜水族館 白浜水族館
2015年12月5日 朝刊11面 高知新聞 絵画思わせる雪の風景　8日まで高知市 杉本春奈写真展 芦生研究林
2015年12月16日 1面 紀伊民報 冬休みイベント 23日から白浜水族館 白浜水族館
2015年12月27日 11面 紀伊民報 175センチ 92キロ 巨大なハタの仲間　椿沖で捕獲 白浜水族館
2015年12月29日 1面 紀伊民報 京大白浜水族館　珍魚ウミテング　16年ぶりに展示 白浜水族館
2016年1月1日 德地　直子 紀伊民報 海の生き物クイズ　紀南の水族館が出題 白浜水族館
2016年1月1日 朝刊地域36面 京都新聞 森林鉄道の歩み物語る　芦生のトロッコ 芦生研究林
2016年1月5日 朝刊27面 京都新聞 森と生きる 芦生研究林ツアーガイド　“宝の山”に魅せら
れて
芦生研究林
2016年1月10日 4面 紀伊民報 サナダヒモムシを展示　京大白浜水族館 大河ドラマにちな
み
白浜水族館
2016年1月15日 9面 紀伊民報 京大白浜水族館 田辺中生物部が生き物や施設見学 白浜水族館




2016年1月24日 朝刊27面 京都新聞 知事と和ぃ和ぃミーティング 芦生研究林
2016年1月30日 4面 紀伊民報 京大実験所のアコウ調査 串本 紀央館高の自然科学部 紀伊大島実験所
2016年2月23日 朝刊1面 京都新聞 芦生の森、八丁平湿原など　きょう国定公園承認 芦生研究林
2016年2月24日 朝刊1・24面 京都新聞 京都丹波高原　国定公園に　環境審答申、府内4カ所目　保
全と利用課題
芦生研究林
2016年2月24日 朝刊27面 朝日新聞 「京都丹波高原国定公園」誕生へ　自然・かやぶき…活性期
待
芦生研究林
2016年2月24日 朝刊24面 毎日新聞 雄大な自然 人と共生　府内4カ所目　丹波高原、国定公園へ 芦生研究林
2016年3月4日 1面 舞鶴市民新聞 京大舞鶴水産実験所 海と生物調査 充実へ　教育研究船 新
「緑洋丸」
舞鶴水産実験所
2016年3月16日 朝刊26面 朝日新聞 芦生の森　命の一瞬 芦生研究林




年月日 掲載面 掲載紙 タイトル 教職員
2016年2月21日 - 北日本新聞 豊かな海へ　幅広く議論　富山で日本海学シンポ 山下 洋
2015年9月16日 1面 京都大学新聞 春秋講義開講「海を考える」 荒井 修亮




2015年6月26日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （159）カギノテクラゲ
2015年7月31日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （160）マイワシ
2015年8月26日 朝刊21面 京都新聞 潜水調査 若狭湾「豊か」　温暖化、南の魚増
2015年8月28日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （161）オキマツゲ
2015年9月25日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （162）ヒゲダイ
2015年10月30日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （163）ヒカリウミウシ
2015年11月27日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （164）クツワハゼ
2015年12月25日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （165）アミモンガラ
2016年1月29日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （166）マガキ
2016年2月26日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （167）サラサカジカ
2016年3月25日 1面 舞鶴市民新聞 若狭湾水中散歩 （168）クボガイ
2015年4月1日 11面 紀伊民報 磯で自然観察会　ガイドブック手に　白浜・番所山 久保田 信
2015年4月2日 12面 紀伊民報 田辺湾のクラゲたち　ポリプの時代 （11）カギノテクラゲ
2015年4月9日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （12）カタアシクラゲ
2015年4月15日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （13）カタアシクラゲモドキ
2015年4月18日 1面 紀伊民報 外洋性クラゲ　白浜の海岸に大量漂着　カツオノエボシに注
意
2015年4月22日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （14）エボシクラゲ
2015年4月29日 16面 紀伊民報 ポリプの時代 （15）サカナヤドリヒドラ
2015年5月8日 14面 紀伊民報 ポリプの時代 （16）ヤマトサルシアクラゲ
2015年5月14日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （17）ニホンベニクラゲ
2015年5月21日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （18）ヒクラゲ
2015年5月25日 7月号98頁 月刊 磯・投げ
情報
海のなんでだろう　第62回 風を受けて移動するクラゲ
2015年5月28日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （19）ヒメアンドンクラゲ
2015年6月4日 14面 紀伊民報 ポリプの時代 （20）イカリヨツボシクラゲ
2015年6月11日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （番外編1）マミズクラゲのポリプ
2015年6月18日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （21）スギウラヤクチクラゲ
2015年6月25日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （22）マツバクラゲ
2015年7月2日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （23）コモチカギノテクラゲ
2015年7月9日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （24）マキヒゲクラゲ
2015年7月16日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （25）バヌッチイクラゲ
2015年7月23日 14面 紀伊民報 ポリプの時代 （26）ミウラハイクラゲ
2015年7月30日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （27）ヤワラクラゲ
2015年8月6日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （28）ホヤノヤドリヒドラ
2015年8月20日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （29）サカサクラゲの一種
2015年8月25日 1面 紀伊民報 潮だまりにサンゴの仲間　白浜町臨海
2015年8月27日 12面 紀伊民報 ポリプの時代 （30）ヤセオベリアのポリプ
2015年9月17日 6面 紀伊民報 ポリプの時代 （31）フサウミコップ
2015年10月1日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （32）ドフラインクラゲのポリプ
2015年10月17日 8面 紀伊民報 ポリプの時代 （33）タコクラゲ
2015年10月25日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （34）アマクサクラゲ
2015年10月31日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （35）ソトエリクラゲ
2015年11月7日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （36）コノハクラゲ
- 138 -
2015年11月14日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （37）クダウミヒドラモドキ
2015年11月28日 7面 紀伊民報 ポリプの時代 （38）コエボシクラゲ
2015年12月12日 7面 紀伊民報 ポリプの時代 （39）ミズクラゲのポリプ
2015年12月19日 8面 紀伊民報 白浜で熊楠ゼミナール
2015年12月19日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （40）ハナガサクラゲ
2016年1月9日 7面 紀伊民報 ポリプの時代 （41）ミサキコモチエダクダクラゲ
2016年1月13日 11面 紀伊民報 熱帯のヤシの実漂着　白浜の北浜海岸に　京大准教授が初確
認
2016年1月24日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （42）アカクラゲ
2016年1月30日 7面 紀伊民報 ポリプの時代 （43）タマクラゲ
2016年2月5日 1面 紀伊民報 白浜　ヒクラゲ相次ぎ漂着　強い刺胞毒「触手に触れない
で」
2016年2月6日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （44）ジュズクラゲ
2016年2月13日 8面 紀伊民報 ポリプの時代 （45）シミコクラゲ
2016年2月14日 1面 紀伊民報 南方系のツノメガニ　冬季の白浜で確認
2016年2月20日 8面 紀伊民報 ポリプの時代 （46）ヒメサカナウミヒドラ
2016年3月1日 8面 紀伊民報 ポリプの時代 （47）クロメクラゲ
2016年3月5日 8面 紀伊民報 ポリプの時代 （48）スズフリクラゲ
2016年3月5日 10面 紀伊民報 分類　歌で分かりやすく 京大 久保田准教授　CD「世界の動
物40門」第4弾
2016年3月15日 9面 紀伊民報 ポリプの時代 （49）エビクラゲ
2016年3月18日 1面 紀伊民報 熱帯域の珍しい魚　白浜にハナツノハギ漂着
2016年3月19日 10面 紀伊民報 ポリプの時代 （50）カイウミヒドラ
2016年3月25日 10面 紀伊民報 釣っとコラム　波打ち際で宝探し
2015年11月3日 和歌山31面 朝日新聞 命育む「日本一」の川 梅本 信也
2016年3月11日 4面 紀伊民報 食文化のテキスト刊行 串本 京大実験所長
2015年11月17日 朝刊29面 京都新聞 エコ自分らしく楽しく　京都市×スタバ 市民参加プロジェ
クト
伊勢 武史
2016年2月3日 夕刊3面 京都新聞 諦めぬ精神に深い共感　アートとサイエンスの対話
2015年9月12日 9面 紀伊民報 「田辺湾の自然」4人が解説 大和 茂之
2015年6月15日 218 June
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海洋と生物 安定同位体比を用いたノリ漁場への窒素供給源の推定 小林 志保ほか
2015年5月21日 夕刊7面 読売新聞 クラウドファンディング　研究費 ネット通じて募集 岡西 政典研究員





教育 研究 その他 教育 研究 その他
教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生
芦生研究林 248 484 455 478 147 66 248 225 316 28
北海道研究林標茶区 189 406 296 135 45 20 111 322 119 0
北海道研究林白糠区 19 17 3 0 0 0 0 2 3 0
和歌山研究林 27 20 29 4 8 0 0 152 303 0
上賀茂試験地 151 619 64 9 44 29 202 2 2 16
徳山試験地 55 14 3 0 21 5 17 0 0 0
北白川試験地 20 193 586 676 137 2 10 5 6 3
紀伊大島実験所 31 124 0 0 0 0 0 0 0 0
舞鶴水産実験所 420 590 286 5,152 35 29 396 74 241 3
瀬戸臨海実験所 252 573 41 2,390 35 157 1,031 132 461 0
計 1,412 3,040 1,763 8,844 472 308 2,015 914 1,451 50
(所属)　 教育研究機関等 一般
(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他 合計
芦生研究林 172 60 365 193 430 7,060
北海道研究林標茶区 85 29 3 63 40 67 1,930
北海道研究林白糠区 0 0 3 26 0 66 139
和歌山研究林 24 1 5 17 16 6 612
上賀茂試験地 29 277 32 132 7 764 2,379
徳山試験地 189 4 3 160 0 121 592
北白川試験地 0 83 0 0 57 206 1,984
紀伊大島実験所 0 10 0 0 589 0 754
舞鶴水産実験所 816 68 19 55 5 52 8,241
瀬戸臨海実験所 1115 73 22 76 182 79,195 85,735
計 2,430 605 452 722 1,326 87,537 113,341
（10）瀬戸臨海実験所附属水族館 月別入館者数（2015年度）
（単位：人）
有料入館者数 無料 入館者 (参考）
個人 団体 障害者 計 入館者 数 前年度有料
月 大人 小人 大人 小人 大人 小人 （円） 数 計 入館者数 計
4月 4,727 801 0 0 102 16 5,646 246 5,892 0
5月 5,870 802 178 0 122 14 6,986 412 7,398 0
6月 3,448 304 112 0 122 3 3,989 336 4,325 0
7月 5,789 1,184 115 72 130 59 7,349 107 7,456
8月 10,920 3,275 155 69 192 45 14,656 167 14,823
9月 5,835 623 227 15 116 14 6,830 136 6,966
10月 3,895 304 158 0 95 18 4,470 614 5,084
11月 4,352 418 162 10 122 7 5,071 182 5,253
12月 3,942 637 0 0 75 13 4,667 63 4,730
1月 4,653 691 92 7 108 14 5,565 2 5,567
2月 4,179 321 157 47 88 9 4,801 170 4,971
3月 5,515 920 20 1 128 16 6,600 81 6,681





































氏名 新職名 旧職名 異動年月日 




2015. 4. 1 
吉 岡  崇 仁 徳山試験地（担当） 森里海連環学プロジェクト支援室長・上賀
茂試験地長 
〃 
山 下  洋 森里海連環学プロジェクト支援室長  〃 
德 地  直 子 上賀茂試験地長 芦生研究林長 〃 
伊 勢  武 史 芦生研究林長 芦生研究林（担当） 〃 
木 村  里 子 海洋生物環境学分野・特定研究員 日本学術振興会特別研究員（名古屋大学） 〃 
黄  琬 惠 森里海連環学教育ユニット・研究員 森里海連環学教育ユニット・教務補佐員 〃 
竹 内  寛 彦 瀬戸臨海実験所・研究員 （採用 理学研究科 生物科学専攻 動物系
統学研究室研究員より異動） 
〃 
古 田  卓 芦生研究林・技術職員 北海道研究林・技術職員 〃 
奥 田  賢 芦生研究林・技術職員 和歌山研究林・技術職員 〃 
西 岡  裕 平 北海道研究林・技術職員 芦生研究林・技術職員 〃 
荒 井  亮 和歌山研究林・技術主任（技術職員） 芦生研究林・技術主任（技術職員） 〃 






加 藤  哲 哉 水域フィールド管理部門・技術長（技術専
門職員）／瀬戸臨海実験所・技術班長（兼） 
瀬戸臨海実験所・技術主任（技術専門職員） 〃 
津 越  健 一 瀬戸臨海実験所・再雇用職員 水域フィールド管理部門・技術長／瀬戸臨
海実験所・技術班長（兼） 
〃 
福 岡  由 美 北部構内事務部 理学研究科教育研究支援
室教務掛 数学・数理解析専攻担当・主任 
瀬戸臨海実験所事務掛・主任 〃 
砂 田  明 展 瀬戸臨海実験所・専門職員 北部構内事務部（第四予算・決算掛）・掛
長 
〃 
安 井  正 北海道研究林事務掛・掛長 医学部附属病院医務課（外来掛）・掛長 〃 
武田  賀津美 舞鶴水産実験所・事務主任 北部構内（理学研究科教育研究支援室会計
掛（生物科学専攻担当））・主任 
〃 
嵜 元  道 徳 森林情報学分野・助教 森林育成学分野・助教 2015. 6.10 
伊 藤  雅 敏 辞職 上賀茂試験地・技術主任（技術職員） 2015. 6.30 
木 本  惠 周 上賀茂試験地・技術職員 上賀茂試験地・技術補佐員 2015. 7. 1 
白 澤  紘 明 辞職（信州大学農学部附属アルプス圏フィ
ールド科学教育研究センター助手（特定雇
用）へ異動） 
森林生態系部門・研究員 2015. 7.31 
岡 西  政 典 辞職（茨城大学理学部・助教へ異動） 瀬戸臨海実験所・研究員 2015. 9.30 
長谷川  敦史 和歌山研究林・技術職員 上賀茂試験地・技術職員 2015.10. 1 






岩 井  信 孝 フィールド担当事務長（農学研究科等事務
部／北部構内事務部教務・図書課長） 
教育推進・学生支援部教務企画課長 〃 
長 谷 川  孝 辞職 上賀茂試験地・技術班長（技術専門職員） 2015.12.31 
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市川  光太郎 海洋生物環境学分野・准教授 海洋生物環境学分野・特定研究員 2015.11. 1 
佐 藤  崇 瀬戸臨海実験所・研究員  （採用 国立科学博物館より） 2016. 2. 1 
安 藤  信 定年退職 北白川試験地長／森林育成学分野・准教授 2016. 3.31 
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